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月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

国 見 病 院

松 原 医 院

橋 永 医 院

家 近 泌 尿 器 科 医 院

松 木 医 院

菅 原 内 科 安 岐

末 綱 ク リ ニ ッ ク

牛嶋内科胃腸科クリニック

国 見 病 院

定 村 内 科 医 院

国 見 町 伊 美

武 蔵 町 古 市

国東町安国寺

武 蔵 町 古 市

国 東 町 岩 屋

安 岐 町 西 本

国 東 町 田 深

武 蔵 町 古 市

国 見 町 伊 美

安 岐 町 塩 屋

82-1251

68-0010

72-1158

68-0144

72-0345

67-3655

72-0433

69-0889

82-1251

67-2127

2月11日

2月12日

2月18日

2月25日

3月  4日

2・3月の休日在宅当番医

◆
全
国
的
に
暖
冬
傾
向
が
続
く
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
始
ま
り

が
、例
年
に
比
べ
て
遅
い
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。長
期
予
報
に
よ
れ
ば
、

今
後
も
暖
か
な
日
が
続
き
そ
う
で
す

が
、油
断
は
禁
物
。予
防
の
た
め
、手

洗
い
や
う
が
い
の
励
行
を
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。◆
１
月
21
日
に
起
き
た

思
い
も
よ
ら
ぬ
出
来
事
。国
東
市
が
発

足
し
て
わ
ず
か
一
年
、こ
れ
か
ら
と
い

う
大
切
な
時
期
に
、こ
の
よ
う
な
衝
撃

的
な
出
来
事
で
、大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、市
民

の
皆
さ
ん
と
心
を
合
わ
せ
て「
い
に
し

え
の
宝
を
未
来
に
つ
な
ぐ
仏
の
里〝
く

に
さ
き
〞」の
た
め
、が
ん
ば
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 
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月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

川 野 歯 科 医 院

清 末 歯 科 医 院

岸 本 歯 科 診 療 所

さ い と う 歯 科 医 院

国 東 市 民 病 院 歯 科

武 蔵 町 古 市

国東町富来浦

国 東 町 鶴 川

安 岐 町 塩 屋

安 岐 町 下 原

68-1574

74-0102

72-0206

67-2980

67-1211

2月11日

2月12日

2月18日

2月25日

3月  4日

2・3月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のうえ受
診してください。

　国東市民病院（安岐町下原☎67-1211）は救急指定病院ですので、
休日・夜間でも急患を受け付けています。

今月の表紙は、親子ふれあいコンサートの
ようす。オマチマンの歌や音楽を交えたリズ
ム遊びやパネルシアターで、この日集まった
元気なくにさきっ子は、オマチマンワールド
にひきこまれ、楽しい時間をすごしました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

「元気なくにさきっ子大集合!!」
親子ふれあいコンサート
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３月４日㈰は国東市長選挙の投票日です
しめそうよ  あなたの想い   投票で

投 票 日 ３月４日（日） 
投票時間 午前７時～午後８時

投票区などが変わりました！！

国東市長選挙国東市長選挙
投票日：３月４日㈰

国東市農業委員会委員選挙国東市農業委員会委員選挙
投票日：３月13日㈫

県知事・県議会議員選挙県知事・県議会議員選挙
投票日：４月８日㈰

寄付禁止のルールを守って、
明るい選挙を実現しましょう。

◎次のようなものは寄付行為となりますので、候補者も有権者も注意しましょう。

病気見舞い お祭りへの
寄付や差入

地域の運動会や
スポーツ大会へ
の飲食物の差入

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝い

秘書等が代理で
出席する場合の
葬式の香典

葬式の花輪・供花 落成式・開店祝の
花輪

町内会の集会や旅行
などの催物への寸志
や飲食物の差入

入学祝・卒業祝 お中元やお歳暮

　市長の辞職に伴う国東市長選挙は、２月25日㈰に告示

され、３月４日㈰に投票が行なわれます。市民一人ひと

りの声を市政に反映させるため、必ず投票しましょう。

 また、任期満了に伴う国東市農業委員会委員選挙が３月13日㈫、第16回統一地方選

挙として、大分県知事、大分県議会議員選挙が４月８日㈰に行なわれます。

 大切な一票を無駄にせず必ず投票に行きましょう。

　公職選挙法では、政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律

で禁止されています。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。

　違反すると処罰されます。

　今年から投票区と投票所の場所が変更になりましたので、投票所入場整理券で確

認し、投票日当日お間違えのないようお願いします。

　詳しくは、別冊の選挙チラシをご覧ください。

「贈らない、求めない、受け取らない」
「三ない運動」で明るく正しい選挙を推進しましょう！

国東市選挙管理委員会
Tel. 0978-72-5199　Fax. 0978-72-5172
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１  

永
年
勤
続
退
団
者

（
15
年
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上
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松
本
　

恭
市
　
　

山
口
　

義
文

池
田
嘉
二
郎
　
　

西
村
　

博
文

小
野
　

正
俊
　
　

宮
永
　

新
市

谷
口
　

正
宏
　
　

吉
田
　

幸
次

小
野
　

泰
行
　
　

岐
部
忠
治
郎

古
川
　
　

直
　
　

鳥
羽
　

浩
介

梶
原
　

二
郎
　
　

荒
木
　

信
宏

小
串
　

利
勝
　
　

室
　
　

秀
之

久
保
　

省
三
　
　

秋
吉
　

浩
幸

野
田
　
　

剛
　
　

竹
田
津
　

尚

猪
俣
　

重
義
　
　

郷
司
　

芳
久

和
田
　

哲
朗
　
　

西
尾
　

伸
吉

吉
武
　

博
文
　
　

黒
木
　

伸
也

萱
島
　

和
行
　
　

山
下
　

洋
己

末
綱
　
　

巌
　
　

皆
元
　

英
雄

國
政
　

輝
彦
　
　

長
谷
　

繁
喜

秦
　
　

道
糊
　
　

吉
田
　

克
彦

幸
松
　
　

輝
　
　

都
留
　

桂
一

糸
永
　
　

誠
　
　

岩
尾
　
　

徹

渡
邊
　

博
文
　
　

和
田
　

俊
一

財
前
　

滝
生
　
　

長
野
　

英
昭

吉
水
　

良
仲
　
　

藤
原
　

昭
則

青
木
　

正
一
　
　

小
俣
　

義
夫

佐
藤
　

克
典
　
　

森
松
　

新
二

吉
田
　

徹
哉
　
　

阿
部
　

泰
世

茂
倉
充
一
郎
　
　

片
山
　

幹
一

２  

永
年
勤
続
功
労
章

　

安
岐
町
消
防
団

　

団
長
　

矢
野
　

千
里

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

１  

表
彰
旗

　
　
　

国
見
町
消
防
団

２  

竿
頭
綬

　
　
　

国
東
町
消
防
団

３  

勤
続
章

　
　
　

井
上
　

桂
二

　
　
　

吉
武
　

茂
則

大
分
県
知
事
表
彰

◎
消
防
功
労
章

　
　
　

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　

吉
武
　

茂
則

　
　
　

井
上
　

桂
二

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
者

（
35
年
以
上
）

国
廣
　

幸
美
　
　

園
田
　

豊
稔

（
25
年
以
上
）

川
上
鉄
之
助
　
　

猪
俣
　

哲
一

小
野
　

次
夫
　
　

有
松
　

義
夫

水
元
雄
一
郎
　
　

長
野
　

武
広

（
20
年
以
上
）

並
川
　

敏
幸
　
　

松
成
　

道
彦

山
本
　

浩
己
　
　

山
本
　

昌
輝

石
川
　

雅
也
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勝
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則
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成
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勇

（
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以
上
）

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
退

団
者
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年
以
上
）
と
同
じ

大
分
県
消
防
防
災

対
策
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議
会
長
表
彰

山
口
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重
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誠
治
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嶋
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東
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長
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岡
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行
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佐
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伸
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宮
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雅
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重
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金
林
　
　

悟

佐
藤
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小
野
　

栄
治

山
下
　

進
高
　
　

芦
苅
喜
一
郎

川
田
　

伸
幸

（
10
年
以
上
）

岐
部
　

富
夫
　
　

津
崎
　
　

真

高
木
　
　

茂
　
　

宮
本
　

孝
憲

秋
吉
　

健
治
　
　

仲
　
　

栄
樹

舟
部
　

正
敏
　
　

村
上
　

啓
二

福
田
　

信
広
　
　

小
谷
　

貴
弘

長
野
　

弘
宣
　
　

宮
川
　

義
信

秋
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英
伸
　
　

堀
　
　

伴
忠

江
藤
　
　

武
　
　

伊
藤
　

淳
二

吉
田
　

亮
一
　
　

鶴
田
　

明
展

徳
丸
　

宏
信
　
　

小
原
　

雅
彦

中
村
　

隆
雄
　
　

中
野
　

栄
治

郷
司
　

幸
生
　
　

千
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佐
藤
高
志
郎
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丸
　

利
弘
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彦
　
　

田
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太

吉
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二
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貴
彦
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原
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山
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佐
藤
　

勝
広

西
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和
彦
　
　

森
　
　

正
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利
夫
　
　

川
嶋
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厚
田
　

俊
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岩
武
　

政
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一
丸
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二
　
　

都
留
　

憲
一

三
浦
　

忠
孝
　
　

都
留
　

一
真

友
成
　

恒
二
　
　

渕
上
　

幸
司

平
山
　

道
明
　
　

宇
佐
野
昭
法

園
部
　

政
俊
　
　

中
西
　

裕
之

三
浦
　
　

誠
　
　

手
嶋
　

治
之

松
原
　

剛
士
　
　

松
原
　

和
彦

馬
場
　

伸
明
　
　

永
松
　

俊
宏

宇
都
宮
　

昭
　
　

高
木
　

章
郎

高
橋
孝
一
郎
　
　

本
多
　

博
章

古
庄
　

昭
彦
　
　

南
　
　

英
彰

◎
特
別
功
労
者

　

国
見
町
消
防
団

　
　

団
　

長
　
　

森
田
　

義
次

　

国
見
町
消
防
団

　
　

副
団
長
　
　

谷
口
　

正
宏

　

武
蔵
町
消
防
団

　
　

団
　

長
　
　

平
塚
　

義
憲

　

安
岐
町
消
防
団

　
　

副
団
長
　
　

藤
川
　

文
明

◎
火
災
の
鎮
圧
に

　

協
力
の
あ
っ
た
者

　
　
　

藤
本
　

幸
松

被
表
彰
者
名
簿 

（
敬
称
略
）

　

平
成
19
年
の
新
春
を
飾
る

国
東
市
消
防
団
（
池
田
一
彌

団
長
・
１
０
６
０
名
）
の
出

初
式
が
、
１
月
14
日
㈰
午
前

９
時
か
ら
国
東
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
東
市

消
防
団
と
し
て
の
初
め
て
と

な
る
出
初
式
に
は
、
池
田
団

長
を
は
じ
め
市
内
４
つ
の
方

面
隊
か
ら
４
３
３
名
の
消
防

団
員
が
出
動
し
、
終
始
き
び

き
び
し
た
規
律
あ
る
動
作
で

各
種
の
点
検
を
受
け
ま
し

た
。

　

池
田
団
長
の
人
員
報
告
に

続
き
、
照
山
俊
一
市
長
・
森

正
二
助
役
や
来
賓
の
皆
さ
ん

が
中
隊
毎
に
団
員
の
服
装
な

ど
を
点
検
し
た
後
、
昨
年
８

月
に
由
布
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
24
回
大
分
県
操
法
大

会
」
に
市
代
表
と
し
て
出
場

し
た
武
蔵
方
面
隊
第
12
分
団

第
１
部
手
野
班
・
吉
広
班
の

皆
さ
ん
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ

操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
国
見
方
面
隊

（
指
揮
者
・
山
口
英
則
分
団

長
）・
武
蔵
方
面
隊
（
指
揮

者
・
厚
田
孝
士
分
団
長
）
に

よ
る
停
止
間
、
国
東
方
面
隊

（
指
揮
者
・
栗
林
正
弘
分
団

長
）・
安
岐
方
面
隊
（
指
揮

者
・
橘
浩
之
分
団
長
）
に
よ

る
行
進
間
の
小
隊
訓
練
が
披

露
さ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
が

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
い

か
ん
な
く
発
揮
し
、
会
場
に

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

池
田
団
長
を
先
頭
に
分
列

行
進
を
し
た
後
、
照
山
市
長

の
講
評
が
あ
り
、
消
防
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に

対
し
て
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
大
分
県
知
事
代
理
の
宇

都
宮
鉄
男
県
生
活
環
境
部
審

議
監
、
猪
俣
俊
雄
市
議
会
議

長
、
三
浦
公
、
小
野
弘
利
両

県
議
会
議
員
、
城
井
雅
伸
国

東
警
察
署
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

旧
安
岐
町
消
防
団
副
団
長
の

藤
川
文
明
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
後
、
会
場
を
野
球

場
に
移
し
て
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
20
台
に
よ
る
放
水
点
検

が
行
わ
れ
点
検
の
す
べ
て
を

終
了
し
ま
し
た
。
点
検
会
場

に
は
、
各
行
政
区
の
区
長
な

ど
大
勢
の
皆
さ
ん
が
見
学
に

訪
れ
、
消
防
団
員
の
士
気
旺

盛
な
規
律
あ
る
動
き
に
終
始

真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

▲人員服装点検

▲野球場での放水点検 ▲表彰式のようす
▲ポンプ操法を披露した武蔵方面隊第１２分
　団第１部（手野班・吉広班）の皆さん

▲ラッパ隊の演奏にあわせて、団員と消防車輌による分列行進を行いました

▲行進間の小隊訓練を行う国東方面隊・安岐方面隊の皆さん▲停止間の小隊訓練を行う国見方面隊・武蔵方面隊の皆さん

特集1
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安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

平
成
19
年
国
東
市
消
防
団
出
初
式
を
実
施

消
防
庁
長
官
表
彰

１  
永
年
勤
続
退
団
者

（
15
年
以
上
）

松
本
　

恭
市
　
　

山
口
　

義
文

池
田
嘉
二
郎
　
　

西
村
　

博
文

小
野
　

正
俊
　
　

宮
永
　

新
市

谷
口
　

正
宏
　
　

吉
田
　

幸
次

小
野
　

泰
行
　
　

岐
部
忠
治
郎

古
川
　
　

直
　
　

鳥
羽
　

浩
介

梶
原
　

二
郎
　
　

荒
木
　

信
宏

小
串
　

利
勝
　
　

室
　
　

秀
之

久
保
　

省
三
　
　

秋
吉
　

浩
幸

野
田
　
　

剛
　
　

竹
田
津
　

尚

猪
俣
　

重
義
　
　

郷
司
　

芳
久

和
田
　

哲
朗
　
　

西
尾
　

伸
吉

吉
武
　

博
文
　
　

黒
木
　

伸
也

萱
島
　

和
行
　
　

山
下
　

洋
己

末
綱
　
　

巌
　
　

皆
元
　

英
雄

國
政
　

輝
彦
　
　

長
谷
　

繁
喜

秦
　
　

道
糊
　
　

吉
田
　

克
彦

幸
松
　
　

輝
　
　

都
留
　

桂
一

糸
永
　
　

誠
　
　

岩
尾
　
　

徹

渡
邊
　

博
文
　
　

和
田
　

俊
一

財
前
　

滝
生
　
　

長
野
　

英
昭

吉
水
　

良
仲
　
　

藤
原
　

昭
則

青
木
　

正
一
　
　

小
俣
　

義
夫

佐
藤
　

克
典
　
　

森
松
　

新
二

吉
田
　

徹
哉
　
　

阿
部
　

泰
世

茂
倉
充
一
郎
　
　

片
山
　

幹
一

２  

永
年
勤
続
功
労
章

　

安
岐
町
消
防
団

　

団
長
　

矢
野
　

千
里

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

１  
表
彰
旗

　
　
　

国
見
町
消
防
団

２  

竿
頭
綬

　
　
　

国
東
町
消
防
団

３  

勤
続
章

　
　
　

井
上
　

桂
二

　
　
　

吉
武
　

茂
則

大
分
県
知
事
表
彰

◎
消
防
功
労
章

　
　
　

副
団
長
　

山
本
　

博
幸

◎
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　

吉
武
　

茂
則

　
　
　

井
上
　

桂
二

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
者

（
35
年
以
上
）

国
廣
　

幸
美
　
　

園
田
　

豊
稔

（
25
年
以
上
）

川
上
鉄
之
助
　
　

猪
俣
　

哲
一

小
野
　

次
夫
　
　

有
松
　

義
夫

水
元
雄
一
郎
　
　

長
野
　

武
広

（
20
年
以
上
）

並
川
　

敏
幸
　
　

松
成
　

道
彦

山
本
　

浩
己
　
　

山
本
　

昌
輝

石
川
　

雅
也
　
　

本
田
　

勝
久

永
松
　

一
則
　
　

清
成
　

昭
則

渕
上
　
　

勇

（
15
年
以
上
）

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
退

団
者
（
15
年
以
上
）
と
同
じ

大
分
県
消
防
防
災

対
策
協
議
会
長
表
彰

山
口
　

英
則
　
　

三
重
野
修
二

野
田
　

政
美
　
　

矢
野
　

誠
治

手
嶋
　

立
三

国
東
市
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
者

（
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年
以
上
）

岸
田
　

和
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猪
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岡
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則
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大
塚
　

正
秀

佐
藤
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吉
　
　

宮
本
　

一
茂
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裕
之
　
　

平
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金
次
郎

佐
藤
　

宗
朝
　
　

宮
永
　

隆
章

小
城
　

勝
義
　
　

葦
苅
　

智
生

溝
部
　

雅
彦
　
　

河
野
　

元
秀

重
並
　

嘉
文
　
　

堀
口
　

祐
士

橋
上
　

智
和
　
　

金
林
　
　

悟

佐
藤
　

信
浩
　
　

小
野
　

栄
治

山
下
　

進
高
　
　

芦
苅
喜
一
郎

川
田
　

伸
幸

（
10
年
以
上
）

岐
部
　

富
夫
　
　

津
崎
　
　

真

高
木
　
　

茂
　
　

宮
本
　

孝
憲

秋
吉
　

健
治
　
　

仲
　
　

栄
樹
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部
　

正
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村
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啓
二
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田
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小
谷
　

貴
弘

長
野
　

弘
宣
　
　

宮
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秋
廣
　

英
伸
　
　

堀
　
　

伴
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江
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武
　
　

伊
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淳
二

吉
田
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一
　
　

鶴
田
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展

徳
丸
　

宏
信
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原
　

雅
彦

中
村
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中
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司
　

幸
生
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藤
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郎
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忠
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司
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憲
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友
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司
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昭
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消
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火
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表
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消
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・
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０
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０
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陸
上
競
技
場

で
行
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ま
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た
。
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と
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め
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と

な
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出
初
式
に
は
、
池
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団

長
を
は
じ
め
市
内
４
つ
の
方

面
隊
か
ら
４
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名
の
消
防

団
員
が
出
動
し
、
終
始
き
び

き
び
し
た
規
律
あ
る
動
作
で

各
種
の
点
検
を
受
け
ま
し

た
。

　

池
田
団
長
の
人
員
報
告
に

続
き
、
照
山
俊
一
市
長
・
森

正
二
助
役
や
来
賓
の
皆
さ
ん

が
中
隊
毎
に
団
員
の
服
装
な

ど
を
点
検
し
た
後
、
昨
年
８

月
に
由
布
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
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回
大
分
県
操
法
大

会
」
に
市
代
表
と
し
て
出
場

し
た
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蔵
方
面
隊
第
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分
団

第
１
部
手
野
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・
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の

皆
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に
よ
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型
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プ

操
法
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。

　

続
い
て
、
国
見
方
面
隊

（
指
揮
者
・
山
口
英
則
分
団

長
）・
武
蔵
方
面
隊
（
指
揮

者
・
厚
田
孝
士
分
団
長
）
に

よ
る
停
止
間
、
国
東
方
面
隊

（
指
揮
者
・
栗
林
正
弘
分
団

長
）・
安
岐
方
面
隊
（
指
揮

者
・
橘
浩
之
分
団
長
）
に
よ

る
行
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、
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の
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が

日
ご
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の
訓
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の
成
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を
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く
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し
、
会
場
に

訪
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皆
さ
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大
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な

拍
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。

　

池
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団
長
を
先
頭
に
分
列

行
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を
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た
後
、
照
山
市
長

の
講
評
が
あ
り
、
消
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活
動

に
貢
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の
あ
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た
皆
さ
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に
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の
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が
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り
ま
し

た
。
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県
知
事
代
理
の
宇
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男
県
生
活
環
境
部
審

議
監
、
猪
俣
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雄
市
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会
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長
、
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浦
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、
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野
弘
利
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員
、
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井
雅
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長
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述
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た
後
、
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を
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て

旧
安
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消
防
団
副
団
長
の

藤
川
文
明
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

表
彰
の
後
、
会
場
を
野
球

場
に
移
し
て
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
20
台
に
よ
る
放
水
点
検

が
行
わ
れ
点
検
の
す
べ
て
を

終
了
し
ま
し
た
。
点
検
会
場

に
は
、
各
行
政
区
の
区
長
な

ど
大
勢
の
皆
さ
ん
が
見
学
に

訪
れ
、
消
防
団
員
の
士
気
旺

盛
な
規
律
あ
る
動
き
に
終
始

真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

▲人員服装点検

▲野球場での放水点検 ▲表彰式のようす
▲ポンプ操法を披露した武蔵方面隊第１２分
　団第１部（手野班・吉広班）の皆さん

▲ラッパ隊の演奏にあわせて、団員と消防車輌による分列行進を行いました

▲行進間の小隊訓練を行う国東方面隊・安岐方面隊の皆さん▲停止間の小隊訓練を行う国見方面隊・武蔵方面隊の皆さん

特集1
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　国東市消防本部（國廣秀光消防長）は、１月５日㈮、照山
市長による平成19年特別点検を受けました。
　市内の各消防署、出張所から参加した署員46名がきびきび
と整列し、服装や手帳などの点検を受けた後、照山市長の訓
示を受け、平成19年スタートに当たって、職務遂行の意気込
みを新たにしました。

　市消防本部では、㈶日本
防火協会から助成を受け、
防災訓練で体験学習をする備品として、煙体験ハウ
ス・煙発生装置を購入し防災訓練などに活用してい
ます。
　煙に巻かれたとき、「地面に近いほど煙が少な
い」ということを実際に体験し、這うようにして進
み、煙の充満する中から脱出する訓練ができます。
また、同時にＡＥＤ（自動体外式除細動器）トレー
ナーも購入し、今後ますます普及促進されるＡＥＤ
の取扱い訓練ができ、効率よく実施できるようにな
ります。
　今後も、学校・病院・工場などの事業所や地域で
の防災訓練などに活用することにしています。
※この助成事業は、宝くじの普及広報を目的として行われて
いるもので、宝くじの助成金で整備をしました。

　１月28日㈰、安岐町富清の史
跡三浦梅園旧宅で「文化財防火
デー」の防災訓練が、西武蔵地
区の皆さんをはじめ、梅園文化
財愛護少年団、市消防本部、消
防団から約100名が参加して行われました。
　文化財防火デーは、昭和24年に重要文化財「法隆
寺金堂壁画」が消失してしまった事を戒めとし、火事
や災害などから文化財を守ろうと壁画の焼けた１月26
日に制定されました。この日を中心に、全国各地で防
火訓練や様々な防災の取り組みが行われました。
　身近な文化財を守り、地域の伝統文化を末永く伝
承していきましょう。

国東市消防本部特別点検を実施

　大分県商工会女性部連合会（秦勝子会長）か
ら市立特別養護老人ホームむさし苑へ車いす１
台が寄贈されました。同会は、社会福祉活動の
一環として「私たちにもできる福祉活動」をス
ローガンに、平成９年から会員による「車いす
募金活動」に取り組んでおり、これまで県内の
福祉施設や教育機関に165台の車いすを寄贈して
います。
　１月17日㈬に同苑で行われた寄贈式で、県北
Ｂ地区商工会女性部連絡協議会の白井シマ子会
長、伊藤幸子武蔵町商工会女性部長が、むさし
苑老人互助会の　小美子会長に車いすを手渡し
ました。　会長が「ありがとうございます。車
いすは私たちにとって大切なものです。大切に
使います。」とお礼を述べました。

大分県商工会女性部連合会からむさし苑に車いすの寄贈大分県商工会女性部連合会からむさし苑に車いすの寄贈

大切な文化財を火災や災害から守ろう！

第１回国東市
文化財防火デーの
防災訓練を実施

煙体験ハウス
宝くじで補助

煙体験ハウスやＡＥＤ（写真上）を使った防災訓練のようす
（夢咲きくにさきふるさとまつり・平成18年10月29日）

▲賞状を手に受賞を喜ぶ岸田さん ▲１月17日㈬に開催された設立総会のようす

▲（写真右から）　会長に車いすを手渡した白井会長と伊藤部長

　2007年に定年退職を迎える団塊の世代を中心に、国東半
島地域のへの交流・定住を推進しようと、国東市・杵築
市・大分県が国東半島交流・定住促進連絡協議会を設立し
ました。
　少子高齢化による人口減少が進む中、定年退職を迎える
団塊の世代を呼び込もうと、今後全国各地で定住・交流人
口の確保をめざす地域間競争が激しくなることが予想され
るため、広域的な連携・協力を図ろうと両市が県のサポー
ト受けての協議会の設立となりました。自治体の枠を超え
た広域的な取り組みは、県内では初のケースとなります。
　１月17日㈬杵築市役所で開催された設立総会で、会長に
八坂恭介杵築市長を選出しました。
　今後は、関連情報の共有、各市の庁内連携体制整備、関
係団体のへ協力要請を行い、情報発信の強化と受け入れ支
援体制の整備を中心に事業を推進することとしています。

　国見町竹田津の岸田時義さん（68）が、永
年にわたって農業委員として農業委員会の活
性化に努め地域農業の発展に精励された功績
により、農林水産大臣賞を受賞しました。
　岸田さんは、旧国見町農業委員を通算８期
（21年10ヵ月）歴任。平成８年５月から旧国見
町農業委員会会長を２期６年間勤め、合併に
伴い昨年の３月31日から国東市農業委員とな
り、現在に至るまで農地の利用集積や農地流
動化の推進等に積極的に尽力されました。
　１月19日㈮に別府市で開催された「平成18
年度大分県農業委員研修大会」で、広瀬勝貞
知事から伝達されました。

国東市・杵築市・大分県が
交流・定住促進連絡協議会を設立

国東半島への交流・定住促進に向けて！国東半島への交流・定住促進に向けて！岸田時義さん（国見町竹田津）
農林水産大臣賞を受賞

　国東市消防団安岐方面隊第16分団第２部下原機動隊が行った年末
特別警戒（12月28日㈭・29日㈮・30日㈯）に、地元の子どもたちが
参加しました。
　28日の夜警に今回初めて地元の小学生11名が参加。夜の寒い中、
提灯の明かりで、拍子木を響かせ、消防団員と一緒に地区内を回り
ながら声高らかに「火の用心」を呼びかけました。
　夜警終了後は、消防団員の手作りのカレーライスを食べながら、
火災の怖さや、災害時どうしたらよいかなどの話を聞きました。

小学生が消防団年末夜警に参加
安岐町下原機動隊

▲自動放水銃による
　消火訓練のようす

▲消火器を使っての消火訓練も行われました
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ト受けての協議会の設立となりました。自治体の枠を超え
た広域的な取り組みは、県内では初のケースとなります。
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２／16㈮　午前９時
〃 10時
午後１時

２／19㈪　午前９時
〃 11時
〃 11時
午後１時

２／20㈫　午前９時
午後１時
〃 ３時

２／21㈬　午前９時
午後１時

２／22㈭　午前９時
午後１時
〃 ３時

２／23㈮　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

２／26㈪　午前９時
〃 10時
午後１時

２／27㈫　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

山　　吹
原

安 国 寺
北　　江
尾　　本
上　　立
田　　深
川　　原
吉　　木
新　　栄
今 在 家
興 導 寺
小　　原
黒　　津
上 小 原
綱　　井
下治郎丸
重　　藤
上治郎丸
大 恩 寺
藁　　蓑
富　　来
寺　　山
浦　　手
浜　　崎
松　　原

日　時 区　名 相　談　会　場

アストくにさき
アグリホール

旭日地区公民館

富来構造改善
センター

富来地区公民館

２／28㈬　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／１㈭　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／２㈮　午前９時
〃 10時
午後１時

３／５㈪　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／６㈫　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

深　　江
堅　　来
柳

塩　　屋
岩 戸 寺
長　　野
来　　浦
中　　村
浜　　陽
奈 良 原
浜　　陰
岩　　屋
行　　入
赤　　松
横　　手
下 成 仏
中　　田
成　　仏
見　　地

日　時 区　名 相　談　会　場

富来地区公民館

長野生活改善
センター
中村構造改善
センター

浜陰公民館
（旧来浦地区公民館）

豊崎地区生活
改善センター

上国崎地区
公民館

申告をしていない全ての方申告をしていない全ての方

①3月7日㈬～3月15日㈭ アストくにさき中会議室
　（3月10日㈯は除きます）

②3月4日㈰ · 3月11日㈰ 市役所税務課

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
！

税
の
申
告
期
間
は
２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で

平成19年度(平成18年分) 市県民税申告日程表

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
国
東
市
に
住
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
、
平
成
18
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民

税
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
地
区
ご
と
に
申
告
会
場
と

日
程
が
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
必
ず
申
告
期
限
内
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
確
定
申
告
が
必
要
な
方
﹈

⑴
　

事
業
所
得
（
営
業
等
、
農
業
）、
不
動
産
所
得
、
配

当
所
得
、
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方
で
、

平
成
18
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
各
種
所

得
控
除
額
の
合
計
額
よ
り
多
い
方
。（
所
得
税
が
か
か

ら
な
い
場
合
は
、
市
県
民
税
申
告
が
必
要
）

⑵
　

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

１
　

平
成
18
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
、
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方
。

２
　

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方
。（
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
市
県
民
税

申
告
が
必
要
）

３
　

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方
。
（
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
市
県
民
税

申
告
が
必
要
）

⑶
　

年
金
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
そ
の
年
金

収
入
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
額
に
変
更
（
増

額
）
が
生
じ
る
方
。

⑷
　

退
職
所
得
が
あ
る
方
で
、「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す

る
申
告
書
」
が
未
提
出
の
た
め
一
律
20
％
の
税
率
で
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
正
規
の
税
額
よ
り
少
な
い
方
。

＊
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
市
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

﹇
市
県
民
税
申
告
の
必
要
な
方
﹈

１
　

給
与
所
得
者
で
、
農
業
所
得
等
の
給
与
以
外
の
収
入

が
あ
る
方
。

２
　

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

３
　

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
。

４
　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
。（
昨
年
中
に
収
入
が
全
く
な
か
っ
た
方
）

５
　

市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
。

申
告
相
談
に
持
っ
て
く
る
も
の

１
　

印
鑑

２
　

前
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
、
生
命
保
険
（
個
人
年

金
）、
損
害
保
険
、
医
療
費
等
の
領
収
書
又
は
証
明
書

３
　

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
又
は
事
業
主
か
ら
の

給
与
支
払
い
証
明
書

４
　

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
・
支
出
の
明
細

が
判
明
で
き
る
も
の

５
　

本
人
又
は
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
が
障
害
者
、
戦
傷
病

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
等
）

申
告
を
し
な
い
と‥

‥
‥

　

申
告
を
し
な
い
と
適
正
な
課
税
が
で
き
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
次
の
よ
う
な
証
明
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

１
　

公
営
住
宅
の
申
込
み
や
、
金
融
機
関
の
融
資
な
ど
の

手
続
き
に
必
要
な
証
明

２
　

福
祉
年
金
、
老
人
医
療
費
、
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

手
続
き
に
必
要
な
証
明

３
　

社
会
保
険
の
申
請
な
ど
に
必
要
な
証
明
の
ほ
か
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
か
ら
の
お
願
い・
お
知
ら
せ

１
　

申
告
会
場
は
毎
年
相
当
混
雑
し
ま
す
。
農
業
所
得
、

営
業
等
所
得
、
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
申
告

相
談
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
事
前
に
収
入
金
額
・
必
要

経
費
等
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
等
を
作
成
し
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

２
　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
領
収
書
の
合
計

を
個
人
ご
と
、
ま
た
は
病
院
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

３
　

３
月
４
日
と
３
月
11
日
の
日
曜
日
は
、
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

•
出
張
申
告
相
談

日
時
　

２
月
28
日
㈬
・
３
月
１
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
　

ア
グ
リ
ホ
ー
ル

内
容
　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費

税
、
贈
与
税

•
別
府
税
務
署
で
の
申
告
相
談

日
時
　

２
月
13
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈭

　
　
　

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　

別
府
税
務
署
隣
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
別
府
ビ
ル
」
５
階
の

確
定
申
告
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１
　

内
線
１
３
１
〜
１
３
３

国
見
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
１
　

内
線
２
２
４
・
２
２
５

武
蔵
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
１
　

内
線
１
８
・
１
９

安
岐
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
１
　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

別
府
税
務
署

☎
０
９
７
７
㉓
２
１
１
１

国東総合支所 ※相談時間は午前９時から午後４時までです
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２／16㈮　午前９時
〃 10時
午後１時

２／19㈪　午前９時
〃 11時
〃 11時
午後１時

２／20㈫　午前９時
午後１時
〃 ３時

２／21㈬　午前９時
午後１時

２／22㈭　午前９時
午後１時
〃 ３時

２／23㈮　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

２／26㈪　午前９時
〃 10時
午後１時

２／27㈫　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

山　　吹
原

安 国 寺
北　　江
尾　　本
上　　立
田　　深
川　　原
吉　　木
新　　栄
今 在 家
興 導 寺
小　　原
黒　　津
上 小 原
綱　　井
下治郎丸
重　　藤
上治郎丸
大 恩 寺
藁　　蓑
富　　来
寺　　山
浦　　手
浜　　崎
松　　原

日　時 区　名 相　談　会　場

アストくにさき
アグリホール

旭日地区公民館

富来構造改善
センター

富来地区公民館

２／28㈬　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／１㈭　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／２㈮　午前９時
〃 10時
午後１時

３／５㈪　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

３／６㈫　午前９時
〃 10時
午後１時
〃 ３時

深　　江
堅　　来
柳

塩　　屋
岩 戸 寺
長　　野
来　　浦
中　　村
浜　　陽
奈 良 原
浜　　陰
岩　　屋
行　　入
赤　　松
横　　手
下 成 仏
中　　田
成　　仏
見　　地

日　時 区　名 相　談　会　場

富来地区公民館

長野生活改善
センター
中村構造改善
センター

浜陰公民館
（旧来浦地区公民館）

豊崎地区生活
改善センター

上国崎地区
公民館

申告をしていない全ての方申告をしていない全ての方

①3月7日㈬～3月15日㈭ アストくにさき中会議室
　（3月10日㈯は除きます）

②3月4日㈰ · 3月11日㈰ 市役所税務課

市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す
！

税
の
申
告
期
間
は
２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で

平成19年度(平成18年分) 市県民税申告日程表

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
国
東
市
に
住
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
、
平
成
18
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民

税
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
地
区
ご
と
に
申
告
会
場
と

日
程
が
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
必
ず
申
告
期
限
内
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

﹇
確
定
申
告
が
必
要
な
方
﹈

⑴
　

事
業
所
得
（
営
業
等
、
農
業
）、
不
動
産
所
得
、
配

当
所
得
、
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方
で
、

平
成
18
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
各
種
所

得
控
除
額
の
合
計
額
よ
り
多
い
方
。（
所
得
税
が
か
か

ら
な
い
場
合
は
、
市
県
民
税
申
告
が
必
要
）

⑵
　

給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

１
　

平
成
18
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が
２
、
０
０
０
万

円
を
超
え
る
方
。

２
　

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方
。（
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
市
県
民
税

申
告
が
必
要
）

３
　

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円

を
超
え
る
方
。
（
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
市
県
民
税

申
告
が
必
要
）

⑶
　

年
金
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、
そ
の
年
金

収
入
を
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
額
に
変
更
（
増

額
）
が
生
じ
る
方
。

⑷
　

退
職
所
得
が
あ
る
方
で
、「
退
職
所
得
の
受
給
に
関
す

る
申
告
書
」
が
未
提
出
の
た
め
一
律
20
％
の
税
率
で
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
正
規
の
税
額
よ
り
少
な
い
方
。

＊
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
市
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

﹇
市
県
民
税
申
告
の
必
要
な
方
﹈

１
　

給
与
所
得
者
で
、
農
業
所
得
等
の
給
与
以
外
の
収
入

が
あ
る
方
。

２
　

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
方
。

３
　

公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
。

４
　

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
。（
昨
年
中
に
収
入
が
全
く
な
か
っ
た
方
）

５
　

市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
。

申
告
相
談
に
持
っ
て
く
る
も
の

１
　

印
鑑

２
　

前
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
、
生
命
保
険
（
個
人
年

金
）、
損
害
保
険
、
医
療
費
等
の
領
収
書
又
は
証
明
書

３
　

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
又
は
事
業
主
か
ら
の

給
与
支
払
い
証
明
書

４
　

営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入
・
支
出
の
明
細

が
判
明
で
き
る
も
の

５
　

本
人
又
は
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
が
障
害
者
、
戦
傷
病

者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
障
害
者
手
帳
等
）

申
告
を
し
な
い
と‥

‥
‥

　

申
告
を
し
な
い
と
適
正
な
課
税
が
で
き
な
い
ば
か
り
で

な
く
、
次
の
よ
う
な
証
明
が
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

１
　

公
営
住
宅
の
申
込
み
や
、
金
融
機
関
の
融
資
な
ど
の

手
続
き
に
必
要
な
証
明

２
　

福
祉
年
金
、
老
人
医
療
費
、
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

手
続
き
に
必
要
な
証
明

３
　

社
会
保
険
の
申
請
な
ど
に
必
要
な
証
明
の
ほ
か
国
民

健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
軽
減
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
か
ら
の
お
願
い・
お
知
ら
せ

１
　

申
告
会
場
は
毎
年
相
当
混
雑
し
ま
す
。
農
業
所
得
、

営
業
等
所
得
、
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る
人
は
、
申
告

相
談
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
事
前
に
収
入
金
額
・
必
要

経
費
等
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
等
を
作
成
し
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

２
　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
支
払
領
収
書
の
合
計

を
個
人
ご
と
、
ま
た
は
病
院
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

３
　

３
月
４
日
と
３
月
11
日
の
日
曜
日
は
、
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

•
出
張
申
告
相
談

日
時
　

２
月
28
日
㈬
・
３
月
１
日
㈭

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
　

ア
グ
リ
ホ
ー
ル

内
容
　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費

税
、
贈
与
税

•
別
府
税
務
署
で
の
申
告
相
談

日
時
　

２
月
13
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈭

　
　
　

土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　

別
府
税
務
署
隣
の
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
別
府
ビ
ル
」
５
階
の

確
定
申
告
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

☎
０
９
７
８
72
１
１
１
１
　

内
線
１
３
１
〜
１
３
３

国
見
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
82
１
１
１
１
　

内
線
２
２
４
・
２
２
５

武
蔵
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
68
１
１
１
１
　

内
線
１
８
・
１
９

安
岐
総
合
支
所
地
域
総
務
課
税
務
係

☎
０
９
７
８
67
１
１
１
１
　

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

別
府
税
務
署

☎
０
９
７
７
㉓
２
１
１
１

国東総合支所 ※相談時間は午前９時から午後４時までです
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２／16㈮

２／19㈪

２／20㈫

２／21㈬
２／22㈭

２／23㈮

２／26㈪

池 ノ 内
花山団地
内　　田
藤　　本
古 市 下
古 市 上
糸 原 下
糸 原 上
糸 原 南
小　　城
向 陽 台
三 井 寺
志 和 利

月　日 行　政　区 相　談　会　場

武蔵総合支所２階会議室

２／27㈫

３／１㈭

３／２㈮

３／４㈰

３／５㈪

３／６㈫

３／11㈰

成　　吉
今　　市
手 野 下
手 野 上
吉 広 下
吉 広 上
休日相談日
麻 田 下
麻 田 上
狭　　間
丸小野下
丸小野上
休日相談日

月　日 行　政　区 相　談　会　場

武蔵総合支所２階会議室

西地区公民館

武蔵総合支所２階会議室

西地区公民館

武蔵総合支所２階会議室

２／16㈮

２／19㈪

２／26㈪

３／２㈮

２／20㈫

２／21㈬

２／22㈭

２／23㈮

２／27㈫

２／28㈬

３／１㈭

３／４㈰

諸田・中野・小俣

久末・弁分・矢川・天堤

両子・富永

恒清・糸永

下原上・下原中・下原下・大海田

塩屋第一・塩屋第二・下原港

馬場・向陽台・下原西

月　日 地区 行　政　区 相　談　会　場

安岐総合支所１階

相談室

あさぎりの郷

西武蔵出張所

安岐地区公民館

（漁民センター）

安岐総合支所１階

保健センター

３／５㈪

３／６㈫

３／７㈬

３／８㈭

３／９㈮

３／11㈰

３／12㈪

３／13㈫

３／14㈬

３／15㈭

大添・みかん山・下山口

西本・山口・馬渡

山浦・橋上・掛樋・油留木・成久・蔦巻

吉松本谷・吉松前谷・美濃辺・中園・沢掛

瀬戸田上・瀬戸田下・東小川・西小川

月　日 行　政　区 相　談　会　場

安岐総合支所１階

保健センター

安岐総合支所２階204会議室

安岐総合支所１階

保健センター

地区

各地区の納税相談に都合
がつかない方や確定申告
をされる方は、この期間
をご利用下さい。

各地区の納税相談に都合
がつかない方や確定申告
をされる方は、この期間
をご利用下さい。

平日都合のつかない方や
確定申告をされる方は、
この日をご利用下さい。

平日都合のつかない方や
確定申告をされる方は、
この日をご利用下さい。

朝
来

西
武
蔵

安
　

岐

南
安
岐

西
安
岐

２／16㈮

２／19㈪

２／20㈫

２／21㈬

２／22㈭

２／23㈮

２／26㈪

西　方　寺
岡

浦　　　手
鬼　　　籠
櫛　　　海
赤　　　根
千　　　灯
野　　　田
新　　　涯
八 坂 団 地
西　　　中
東　　　中
川　　　西
浜　　　中
本　　　城

月　日 地　区　名 相　談　会　場

岡公民館

竹田津改善センター

千灯公民館

みんなんかんホール

２／27㈫

３／１㈭

３／２㈮

３／４㈰
３／５㈪
３／６㈫
３／７㈬
３／８㈭
３／９㈮
３／11㈰

上　櫛　来
下　櫛　来
古　　　江
上　岐　部
中　岐　部
下　岐　部
西方寺～本城
小　熊　毛
大　熊　毛
向　　　田

全　地　区

上櫛来～向田

月　日 地　区　名 相　談　会　場

下櫛来公民館

養護老人ホームくにみ苑

みんなんかん第２学習室

熊毛改善センター

向田高齢者活動施設

みんなんかんホール

みんなんかん第２学習室

1

１年目

1
2

２年目

1
2
3

３年目

1
2
3

4

４年目

4
5

５年目

取り崩し

： 準備金積み立て

市県民税・所得税の申告相談が始まります
税の申告期間は２月16日㈮から３月15日㈭まで

武
蔵
総
合
支
所（　　
　
　

）

国
見
総
合
支
所（　　
　
　

）

安
岐
総
合
支
所（　　
　
　

）

　この度、品目横断的経営安定対策、米政策改革推
進対策、農地・水・環境保全向上対策に係る交付金
等について、新しい課税の特例措置が19年度から認
められます。
　この特例措置により、品目横断的経営安定対策の
交付金等を受領した担い手の方が、この交付金等を
経営発展のための準備金として積み立てた場合、そ
の積立分について必要経費（損金）に算入すること
ができます。
　また、積み立てた準備金を取り崩して、農業用固定
資産（農用地・農業用機械等）を取得した場合、圧縮
記帳（圧縮額を損金に算入）することができます。

　交付金等を受領する方で、上記の税制特例を受け
ようと思う担い手の方は、次のような税務上の手続
が必要となります。

①　20年の確定申告（19年分の所得）は青色
申告で行うことが必要です。このため、19年
３月15日までに「青色申告承認申請書」を
最寄りの税務署に提出する必要があります。
②　その際、19年１月以降の事業について、
所定の帳簿で記帳する必要があります。
※詳しくは、大分農政事務所にご相談ください。

　交付金等※１を準備金※２として積み立てた場合、
その積立額を個人は必要経費算入、法人は損金算入
できます。
　さらに、５年以内に当該準備金を取り崩して、農
用地や農業用機械・施設等の固定資産を取得した場
合には、圧縮記帳※３できます。

注：交付金等を受領する人で、税制特例を受けよう
と思う担い手の方は、次のような税務上の手続
が必要となります。

　　20年の確定申告（19年分の所得）は青色申告で
行うことが必要です。このため、19年３月15
日までに「青色申告承認申請書」を最寄りの税

務署に提出する必要があります。その際、19年
１月以降の事業について、所定の帳簿で記帳す
る必要があります。

※ 詳しくは最寄りの税務署にご確認ください。

※１　品目横断的経営安定対策、米政策改革推進対
策、農地・水・環境保全向上対策（営農活動支
援）の導入に伴う交付金等。

※２　準備金とは、将来見込まれる多額の支出や損失
に備えて積み立てる金額。

※３　圧縮記帳とは、取得資産について一定額まで帳
簿価額を圧縮し、その圧縮額を必要経費（損金）
に算入することによって、その額について課税所
得が生じないようにする手法（実質非課税）。

担い手の皆様に対する新しい税制の
特例措置についての大切なお知らせ

担い手に対する新たな税制特例
（農業経営基盤強化準備金の創設）

注： ５年間固定資産を取得しなかった場合には、１年目の積立金を６年目に取り崩し、当該取崩額に課税されます。

準備金の積立
　交付金等を準備金に積み立て
た場合、当該積立額は
① 個人は必要経費算入
② 法人は損金算入
（積み立てない場合は課税）

農業用固定資産の取得
　準備金を取り崩して農業用固
定資産を取得した場合、その取
崩額の範囲内で圧縮記帳

交付金を投資に振り向け、経営発展！交付金を投資に振り向け、経営発展！

※担い手とは、認定農
　業者と一定の集落営
　農組織です。

※従来どおり行政区ごとに相談日を設けていますが､ 地区内の相談日で
　あればいつ来られても結構です。

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

問い合わせ　農政課振興係　TEL0978721111　内線252
　　　　　　大分農政事務所地域第一課（宇佐）　TEL0978321344
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２／16㈮

２／19㈪

２／20㈫

２／21㈬
２／22㈭

２／23㈮

２／26㈪

池 ノ 内
花山団地
内　　田
藤　　本
古 市 下
古 市 上
糸 原 下
糸 原 上
糸 原 南
小　　城
向 陽 台
三 井 寺
志 和 利

月　日 行　政　区 相　談　会　場

武蔵総合支所２階会議室

２／27㈫

３／１㈭

３／２㈮

３／４㈰

３／５㈪

３／６㈫

３／11㈰

成　　吉
今　　市
手 野 下
手 野 上
吉 広 下
吉 広 上
休日相談日
麻 田 下
麻 田 上
狭　　間
丸小野下
丸小野上
休日相談日

月　日 行　政　区 相　談　会　場

武蔵総合支所２階会議室

西地区公民館

武蔵総合支所２階会議室

西地区公民館

武蔵総合支所２階会議室

２／16㈮

２／19㈪

２／26㈪

３／２㈮

２／20㈫

２／21㈬

２／22㈭

２／23㈮

２／27㈫

２／28㈬

３／１㈭

３／４㈰

諸田・中野・小俣

久末・弁分・矢川・天堤

両子・富永

恒清・糸永

下原上・下原中・下原下・大海田

塩屋第一・塩屋第二・下原港

馬場・向陽台・下原西

月　日 地区 行　政　区 相　談　会　場

安岐総合支所１階

相談室

あさぎりの郷

西武蔵出張所

安岐地区公民館

（漁民センター）

安岐総合支所１階

保健センター

３／５㈪

３／６㈫

３／７㈬

３／８㈭

３／９㈮

３／11㈰

３／12㈪

３／13㈫

３／14㈬

３／15㈭

大添・みかん山・下山口

西本・山口・馬渡

山浦・橋上・掛樋・油留木・成久・蔦巻

吉松本谷・吉松前谷・美濃辺・中園・沢掛

瀬戸田上・瀬戸田下・東小川・西小川

月　日 行　政　区 相　談　会　場

安岐総合支所１階

保健センター

安岐総合支所２階204会議室

安岐総合支所１階

保健センター

地区

各地区の納税相談に都合
がつかない方や確定申告
をされる方は、この期間
をご利用下さい。

各地区の納税相談に都合
がつかない方や確定申告
をされる方は、この期間
をご利用下さい。

平日都合のつかない方や
確定申告をされる方は、
この日をご利用下さい。

平日都合のつかない方や
確定申告をされる方は、
この日をご利用下さい。

朝
来

西
武
蔵

安
　

岐

南
安
岐

西
安
岐

２／16㈮

２／19㈪

２／20㈫

２／21㈬

２／22㈭

２／23㈮

２／26㈪

西　方　寺
岡

浦　　　手
鬼　　　籠
櫛　　　海
赤　　　根
千　　　灯
野　　　田
新　　　涯
八 坂 団 地
西　　　中
東　　　中
川　　　西
浜　　　中
本　　　城

月　日 地　区　名 相　談　会　場

岡公民館

竹田津改善センター

千灯公民館

みんなんかんホール

２／27㈫

３／１㈭

３／２㈮

３／４㈰
３／５㈪
３／６㈫
３／７㈬
３／８㈭
３／９㈮
３／11㈰

上　櫛　来
下　櫛　来
古　　　江
上　岐　部
中　岐　部
下　岐　部
西方寺～本城
小　熊　毛
大　熊　毛
向　　　田

全　地　区

上櫛来～向田

月　日 地　区　名 相　談　会　場

下櫛来公民館

養護老人ホームくにみ苑

みんなんかん第２学習室

熊毛改善センター

向田高齢者活動施設

みんなんかんホール

みんなんかん第２学習室

1

１年目

1
2

２年目

1
2
3

３年目

1
2
3

4

４年目

4
5

５年目

取り崩し

： 準備金積み立て

市県民税・所得税の申告相談が始まります
税の申告期間は２月16日㈮から３月15日㈭まで

武
蔵
総
合
支
所（　　
　
　

）

国
見
総
合
支
所（　　
　
　

）

安
岐
総
合
支
所（　　
　
　

）

　この度、品目横断的経営安定対策、米政策改革推
進対策、農地・水・環境保全向上対策に係る交付金
等について、新しい課税の特例措置が19年度から認
められます。
　この特例措置により、品目横断的経営安定対策の
交付金等を受領した担い手の方が、この交付金等を
経営発展のための準備金として積み立てた場合、そ
の積立分について必要経費（損金）に算入すること
ができます。
　また、積み立てた準備金を取り崩して、農業用固定
資産（農用地・農業用機械等）を取得した場合、圧縮
記帳（圧縮額を損金に算入）することができます。

　交付金等を受領する方で、上記の税制特例を受け
ようと思う担い手の方は、次のような税務上の手続
が必要となります。

①　20年の確定申告（19年分の所得）は青色
申告で行うことが必要です。このため、19年
３月15日までに「青色申告承認申請書」を
最寄りの税務署に提出する必要があります。
②　その際、19年１月以降の事業について、
所定の帳簿で記帳する必要があります。
※詳しくは、大分農政事務所にご相談ください。

　交付金等※１を準備金※２として積み立てた場合、
その積立額を個人は必要経費算入、法人は損金算入
できます。
　さらに、５年以内に当該準備金を取り崩して、農
用地や農業用機械・施設等の固定資産を取得した場
合には、圧縮記帳※３できます。

注：交付金等を受領する人で、税制特例を受けよう
と思う担い手の方は、次のような税務上の手続
が必要となります。

　　20年の確定申告（19年分の所得）は青色申告で
行うことが必要です。このため、19年３月15
日までに「青色申告承認申請書」を最寄りの税

務署に提出する必要があります。その際、19年
１月以降の事業について、所定の帳簿で記帳す
る必要があります。

※ 詳しくは最寄りの税務署にご確認ください。

※１　品目横断的経営安定対策、米政策改革推進対
策、農地・水・環境保全向上対策（営農活動支
援）の導入に伴う交付金等。

※２　準備金とは、将来見込まれる多額の支出や損失
に備えて積み立てる金額。

※３　圧縮記帳とは、取得資産について一定額まで帳
簿価額を圧縮し、その圧縮額を必要経費（損金）
に算入することによって、その額について課税所
得が生じないようにする手法（実質非課税）。

担い手の皆様に対する新しい税制の
特例措置についての大切なお知らせ

担い手に対する新たな税制特例
（農業経営基盤強化準備金の創設）

注： ５年間固定資産を取得しなかった場合には、１年目の積立金を６年目に取り崩し、当該取崩額に課税されます。

準備金の積立
　交付金等を準備金に積み立て
た場合、当該積立額は
① 個人は必要経費算入
② 法人は損金算入
（積み立てない場合は課税）

農業用固定資産の取得
　準備金を取り崩して農業用固
定資産を取得した場合、その取
崩額の範囲内で圧縮記帳

交付金を投資に振り向け、経営発展！交付金を投資に振り向け、経営発展！

※担い手とは、認定農
　業者と一定の集落営
　農組織です。

※従来どおり行政区ごとに相談日を設けていますが､ 地区内の相談日で
　あればいつ来られても結構です。

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

※

相
談
時
間
は
午
前
９
時

　

か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す

問い合わせ　農政課振興係　TEL0978721111　内線252
　　　　　　大分農政事務所地域第一課（宇佐）　TEL0978321344
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　昨年11月に実施しました「国東市公共交通に関する
アンケート調査」「国東市コミュニティバス利用者聞
き取り調査」の結果がまとまりました。
　「国東市公共交通に関するアンケート調査」は、本
市の公共交通の現状や今後の対応などについて、市民
の皆さんの率直なご意見、ご希望などをお伺いし、こ
れからの交通政策の方向性を定める基礎資料とするた
めに実施したものです。
　また、「国東市コミュニティバス利用者聞き取り調

査」については、昨年10月から試験運行を開始したコ
ミュニティバスの現状を把握するとともに、４月から
実施予定の本格運行計画の作成等のための資料とする
ために実施したものです。
　今回は、調査結果の主な内容を抜粋して紹介しま
す。なお、全体の調査結果については、市ホームペー
ジに掲載しています。
（国東市ホームページ　http://www.city.kunisaki.oita.jp/）

コミュニティバス特集

国東市公共交通に関するアンケート調査

問

調査期間
調査対象

調査方法

回答比率調査期間
調査対象

調査方法

回答比率 平成18年11月１日㈬～30日㈭
平成18年10月の住民基本台帳をもとに
20歳以上の市民を無作為に抽出した550
人を対象に実施した。
無作為に抽出した550人に、返信用封筒
を同封し郵送した。

有効回答数
無効
無回答
　合　計

320人
1人

229人
550人

58.2％
0.2％
41.6％
100.0％

路線バス（コミュニティバスは除く）利用者の減
少により、合併前の旧４町では路線バス（コミュ

ニティバスは除く）を維持・確保するため必要な費用（運
行経費に対する運賃収入の不足分）を負担していました
が、国東市として今後はどうすればよいと思いますか。

　　「全路線バスの維持・確保」が過半数を超え、「国道沿いの路線だけは維持・確保」を含めると全体の８割
以上が路線バスの維持・確保は必要と回答している。逆に、「路線の廃止もやむを得ない」は１割に留まった。
　その理由としては、「高齢者、児童・生徒には重要な交通手段」が６割を占め、次いで「あると便利だから」
が２割となった。

バス利用者が減少しても、路線の維
持・確保を図るべき
バス利用者が減少しても、国道沿いの
路線だけは維持・確保を図るべき
バス利用者が減少すれば、路線の廃止
もやむを得ない
バス利用者が減少すれば、国道沿いの
路線以外は廃止もやむを得ない
その他

合　　　計

159人

84人

30人

18人

4人
295人

53.9％

28.5％

10.2％

6.1％

1.4％
100.0％

問 路線維持・確保していくためには、
どのような方法が望ましいとお考えですか。

国東市が税金を使って不足分を補う
地域（沿線住民や企業等）だけが負担
して不足分を補う
地域の負担と国東市が税金を使って不
足分を補う
その他

合　　　計

127人

10人

71人

17人
225人

56.4％

4.4％

31.6％

7.6％
100.0％

問 どのような理由で路線バス（コミュニティバスは除
く）を維持・確保すべきと思いますか。（複数回答可）

自分あるいは家族が利用しているから
日ごろは利用していなくても、利用し
たい時にあると便利だから
高齢者や児童・生徒には重要な交通手
段だから
マイカー利用に比べて環境に対する負
荷が少ないから
その他

合　　　計

20人

81人

192人

19人

4人
316人

6.3％

25.6％

60.8％

6.0％

1.3％
100.0％

問 どのような理由で路線廃止すべきと思いますか。
（複数回答可）

自分あるいは家族が利用していないか
ら
日ごろは利用しないし、利用したいと
思わないから
市が税金を使うのは妥当でないから
コミュニティバスと比べ運賃が高く不
公平だと思うから
その他

合　　　計

12人

9人

27人

5人

3人
56人

21.4％

16.1％

48.2％

8.9％

5.4％
100.0％

一　般国東市公共交通に関するアンケート調査

問

平成18年11月１日㈬～30日㈭
国東市内の大分県立双国高校、国東高
校、国東農工高校に在学する１年生、大
分県立杵築高校に在学し国東市内に在住
する１年生合わせて338人を対象とした。
高校１年生338人は高校単位で集約をお
願いした。

有効回答数
無効
無回答
　合　計

328人
0人
10人
338人

97.0％
0.0％
3.0％

100.0％

路線バス（コミュニティバスは除く）利用者の減
少により、合併前の旧４町では路線バス（コミュ

ニティバスは除く）を維持・確保するため必要な費用（運
行経費に対する運賃収入の不足分）を負担していました
が、国東市として今後はどうすればよいと思いますか。

　　「全路線バスの維持・確保」が過半数を超え、「国道沿いの路線だけは維持・確保」を含めると全体の８割以
上が路線バスの維持・確保は必要と回答している。逆に、「路線の廃止もやむを得ない」は１割に満たなかった。
　その理由としては、最も多かった「高齢者、児童・生徒には重要な交通手段」と、次いで多かった「あると便
利だから」を合わせると８割となった。

バス利用者が減少しても、路線の維
持・確保を図るべき
バス利用者が減少しても、国道沿いの
路線だけは維持・確保を図るべき
バス利用者が減少すれば、路線の廃止
もやむを得ない
バス利用者が減少すれば、国道沿いの
路線以外は廃止もやむを得ない
その他

合　　　計

192人

88人

17人

19人

5人
321人

59.8％

27.4％

5.3％

5.9％

1.6％
100.0％

問 路線維持・確保していくためには、
どのような方法が望ましいとお考えですか。

国東市が税金を使って不足分を補う
地域（沿線住民や企業等）だけが負担
して不足分を補う
地域の負担と国東市が税金を使って不
足分を補う
その他

合　　　計

137人

7人

104人

8人
256人

53.5％

2.7％

40.6％

3.1％
100.0％

問 どのような理由で路線バス（コミュニティバスは除
く）を維持・確保すべきと思いますか。（複数回答可）

自分あるいは家族が利用しているから
日ごろは利用していなくても、利用し
たい時にあると便利だから
高齢者や生徒・児童には重要な交通手
段だから
マイカー利用に比べて環境に対する負
荷が少ないから
その他

合　　　計

46人

126人

150人

12人

1人
335人

13.7％

37.6％

44.8％

3.6％

0.3％
100.0％

問 どのような理由で路線廃止すべきと思いますか。
（複数回答可）

自分あるいは家族が利用していないか
ら
日ごろは利用しないし、利用したいと
思わないから
市が税金を使うのは妥当でないから
コミュニティバスと比べ運賃が高く不
公平だと思うから
その他

合　　　計

11人

14人

6人

7人

1人
39人

28.2％

35.9％

15.4％

17.9％

2.6％
100.0％

高校生
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　昨年11月に実施しました「国東市公共交通に関する
アンケート調査」「国東市コミュニティバス利用者聞
き取り調査」の結果がまとまりました。
　「国東市公共交通に関するアンケート調査」は、本
市の公共交通の現状や今後の対応などについて、市民
の皆さんの率直なご意見、ご希望などをお伺いし、こ
れからの交通政策の方向性を定める基礎資料とするた
めに実施したものです。
　また、「国東市コミュニティバス利用者聞き取り調

査」については、昨年10月から試験運行を開始したコ
ミュニティバスの現状を把握するとともに、４月から
実施予定の本格運行計画の作成等のための資料とする
ために実施したものです。
　今回は、調査結果の主な内容を抜粋して紹介しま
す。なお、全体の調査結果については、市ホームペー
ジに掲載しています。
（国東市ホームページ　http://www.city.kunisaki.oita.jp/）

コミュニティバス特集

国東市公共交通に関するアンケート調査

問

調査期間
調査対象

調査方法

回答比率調査期間
調査対象

調査方法

回答比率 平成18年11月１日㈬～30日㈭
平成18年10月の住民基本台帳をもとに
20歳以上の市民を無作為に抽出した550
人を対象に実施した。
無作為に抽出した550人に、返信用封筒
を同封し郵送した。

有効回答数
無効
無回答
　合　計

320人
1人

229人
550人

58.2％
0.2％
41.6％
100.0％

路線バス（コミュニティバスは除く）利用者の減
少により、合併前の旧４町では路線バス（コミュ

ニティバスは除く）を維持・確保するため必要な費用（運
行経費に対する運賃収入の不足分）を負担していました
が、国東市として今後はどうすればよいと思いますか。

　　「全路線バスの維持・確保」が過半数を超え、「国道沿いの路線だけは維持・確保」を含めると全体の８割
以上が路線バスの維持・確保は必要と回答している。逆に、「路線の廃止もやむを得ない」は１割に留まった。
　その理由としては、「高齢者、児童・生徒には重要な交通手段」が６割を占め、次いで「あると便利だから」
が２割となった。

バス利用者が減少しても、路線の維
持・確保を図るべき
バス利用者が減少しても、国道沿いの
路線だけは維持・確保を図るべき
バス利用者が減少すれば、路線の廃止
もやむを得ない
バス利用者が減少すれば、国道沿いの
路線以外は廃止もやむを得ない
その他

合　　　計

159人

84人

30人

18人

4人
295人

53.9％

28.5％

10.2％

6.1％

1.4％
100.0％

問 路線維持・確保していくためには、
どのような方法が望ましいとお考えですか。

国東市が税金を使って不足分を補う
地域（沿線住民や企業等）だけが負担
して不足分を補う
地域の負担と国東市が税金を使って不
足分を補う
その他

合　　　計

127人

10人

71人

17人
225人

56.4％

4.4％

31.6％

7.6％
100.0％

問 どのような理由で路線バス（コミュニティバスは除
く）を維持・確保すべきと思いますか。（複数回答可）

自分あるいは家族が利用しているから
日ごろは利用していなくても、利用し
たい時にあると便利だから
高齢者や児童・生徒には重要な交通手
段だから
マイカー利用に比べて環境に対する負
荷が少ないから
その他

合　　　計

20人

81人

192人

19人

4人
316人

6.3％

25.6％

60.8％

6.0％

1.3％
100.0％

問 どのような理由で路線廃止すべきと思いますか。
（複数回答可）

自分あるいは家族が利用していないか
ら
日ごろは利用しないし、利用したいと
思わないから
市が税金を使うのは妥当でないから
コミュニティバスと比べ運賃が高く不
公平だと思うから
その他

合　　　計

12人

9人

27人

5人

3人
56人

21.4％

16.1％

48.2％

8.9％

5.4％
100.0％

一　般国東市公共交通に関するアンケート調査

問

平成18年11月１日㈬～30日㈭
国東市内の大分県立双国高校、国東高
校、国東農工高校に在学する１年生、大
分県立杵築高校に在学し国東市内に在住
する１年生合わせて338人を対象とした。
高校１年生338人は高校単位で集約をお
願いした。

有効回答数
無効
無回答
　合　計

328人
0人
10人
338人

97.0％
0.0％
3.0％

100.0％

路線バス（コミュニティバスは除く）利用者の減
少により、合併前の旧４町では路線バス（コミュ

ニティバスは除く）を維持・確保するため必要な費用（運
行経費に対する運賃収入の不足分）を負担していました
が、国東市として今後はどうすればよいと思いますか。

　　「全路線バスの維持・確保」が過半数を超え、「国道沿いの路線だけは維持・確保」を含めると全体の８割以
上が路線バスの維持・確保は必要と回答している。逆に、「路線の廃止もやむを得ない」は１割に満たなかった。
　その理由としては、最も多かった「高齢者、児童・生徒には重要な交通手段」と、次いで多かった「あると便
利だから」を合わせると８割となった。

バス利用者が減少しても、路線の維
持・確保を図るべき
バス利用者が減少しても、国道沿いの
路線だけは維持・確保を図るべき
バス利用者が減少すれば、路線の廃止
もやむを得ない
バス利用者が減少すれば、国道沿いの
路線以外は廃止もやむを得ない
その他

合　　　計

192人

88人

17人

19人

5人
321人

59.8％

27.4％

5.3％

5.9％

1.6％
100.0％

問 路線維持・確保していくためには、
どのような方法が望ましいとお考えですか。

国東市が税金を使って不足分を補う
地域（沿線住民や企業等）だけが負担
して不足分を補う
地域の負担と国東市が税金を使って不
足分を補う
その他

合　　　計

137人

7人

104人

8人
256人

53.5％

2.7％

40.6％

3.1％
100.0％

問 どのような理由で路線バス（コミュニティバスは除
く）を維持・確保すべきと思いますか。（複数回答可）

自分あるいは家族が利用しているから
日ごろは利用していなくても、利用し
たい時にあると便利だから
高齢者や生徒・児童には重要な交通手
段だから
マイカー利用に比べて環境に対する負
荷が少ないから
その他

合　　　計

46人

126人

150人

12人

1人
335人

13.7％

37.6％

44.8％

3.6％

0.3％
100.0％

問 どのような理由で路線廃止すべきと思いますか。
（複数回答可）

自分あるいは家族が利用していないか
ら
日ごろは利用しないし、利用したいと
思わないから
市が税金を使うのは妥当でないから
コミュニティバスと比べ運賃が高く不
公平だと思うから
その他

合　　　計

11人

14人

6人

7人

1人
39人

28.2％

35.9％

15.4％

17.9％

2.6％
100.0％

高校生
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フリー乗降 ー乗降 リフリー国東市コミュニティバスの フリー乗降 について

14

国東市コミュニティバス　利用者聞き取り調査平成18年度　国東市コミュニティバス実証運行事業

路線別　平均乗車数一覧表

1

調査期間
調査対象
調査方法

平成18年11月８日㈬～30日㈭
コミュニティバスを利用するため、バス停でバスを待っていた市民。
上記の市民に対して職員が聞き取りをする対面調査方式による。

コミュニティバスを
どれくらい利用していますか？

毎週
２週間に１回
毎月１回
その他（初めて乗った、久し
ぶりに乗った）

合　　　計　　

100人
37人
14人

6人

157人

1
2
3

4

63.7％
23.6％
8.9％

3.8％

100.0％

　利用者のほぼ６割が「毎週」、ほぼ２割が「２週
間に１度」と回答しており、利用者にとってコミュ
ニティバスは、定着しており固定の利用者が存在す
ると判断できる。

 国東市では、コミュニティバスでご要望の多かったフリー乗降を、２月12日㈪から試験的に実施しますが、
交通安全のために以下の注意事項を必ずお守りください。皆さんのご理解とご協力をお願い致します。

　コミュニティバスを利用する以外は、「人（家
族）に乗せてもらう自動車」という回答が多く、次
いで緊急の場合に「タクシー」を利用している。

6 来年４月以降のバス運賃は、
１回いくらが妥当と思いますか？

100円
200円
300円
距離に応じた運賃
その他（安い方が良い）

合　　　計　　

117人
7人
2人
1人
30人
157人

1
2
3
4
5

74.5％
4.5％
1.3％
0.6％
19.1％
100.0％

　「100円」が７割を超えており、100円程度の運賃
負担は当然であるとの意見が多かった。但し、「そ
の他」として「安い方が良い」との意見が大半をし
めた。

5 停留所の数を
どう思いますか？

今のままでよい
多くしてほしい
少なくしてほしい

合　　　計　　

142人
15人
0人
157人

1
2
3

90.4％
9.6％
0.0％

100.0％

　「今のままでよい」が９割を超えているが、ＪＡ
（農協）支所前に停留所を設置してほしいとの要望
は各地で聞かれた。

4 週１回の運行回数を
どう思いますか？

今のままでよい
多くしてほしい
（週２回運行）

合　　　計　　

134人

23人

157人

1
2

85.4％

14.6％

100.0％

　「今のままでよい」が８割を超えているが、週２
回運行を望む声や、美容院や図書館が休みの月曜日
運行路線、役所や金融機関が休みの土曜日運行路線
の方々からは曜日変更の要望もあった。

2 主にいつも利用している
交通機関はどれですか？（複数回答可）

コミュニティバス
タクシー
自分で運転する自動車

人に乗せてもらう自動車
バイク（自動二輪、原付）
自転車
徒歩
その他（路線バス、病院の送
迎車）

合　　　計　　

151人
22人
3人

49人
7人
21人
9人

13人

275人

1
2
3

4
5
6
7

8

54.9％
8.0％
1.1％

17.8％
2.5％
7.6％
3.3％

4.7％

100.0％

　「通院」と「買物」で８割を超えている。また、
郵便局やＪＡ（農協）にも多くの方々が立ち寄って
いる。

3 どこに立ち寄りましたか？
（複数回答可）

病院（医院）
買い物
市役所（総合支所）
金融機関
その他（知人宅訪問）

合　　　計　　

93人
132人
6人
23人
14人
268人

1
2
3
4
5

34.7％
49.3％
2.2％
8.6％
5.2％

100.0％

平成19年１月13日現在（15週経過）

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

※  「下り」は、午前９時前後に旧４町中心部に向けて運行している便です。
※  「上り」は、正午前後に各地域に向けて運行している便です。
※　運行回数の差は、１月１日㈰～３日㈬が運休のためです。

武蔵町

国見町・国東町

国東町

安岐町

国東町

国東町

国東町

国東町

安岐町

安岐町
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国見町

国見町

国見町

武蔵町

運行地域

松ヶ迫・小ヶ倉線
向田・浜陽線

赤松線

吉松線

深江・寺山線

治郎丸線

堅来線

小原線

油留木線

山口線

熊毛・長瀬線

鬼籠・櫛海線

大熊毛・小熊毛線

櫛来線

志和利線

路線名

合　　　計

21.5

20.3

16.6

15.5

13.5

12.5

11.4

11.2

11.2

10.0

8.8

7.0

6.2

4.9

4.6

11.8

平均乗車数
（１便当り・人）

利用者合計
（人）

利用者下り計
（人）

運行回数
（回）

646

608

466

464

378

376

320

337

314

279

245

197

174

146

130

5,080

359

309

229

253

190

189

163

170

195

158

128

108

89

79

80

2,699

15

15

14

15

14

15

14

15

14

14

14

14

14

15

14

216

利用者上り計
（人）

287

299

237

211

188

187

157

167

119

121

117

89

85

67

50

2,381

①　バス停での乗り降りが原則ですが、国道213号線
及び路線バス運行区間以外であれば、バス停以外
でも乗り降り出来ます。

②　バスに乗るときは、必ず道路左側でお願いしま
す。バスをお待ちの際も必ず道路左側でお待ちく
ださい。運転手から見えやすく、道幅が広くて安
全な場所で手を上げてお知らせください。

③　バスを降りるときは、運転手に早めにお知らせ
ください。

④　バスは、運転手の判断で必ず安全な場所に停車
します。ご希望にそえない場合もありますのでご
了承ください。

⑤　バスの前後での道路の横断は、大変危険ですの
でお止めください。

⑥　フリー乗降によりバスの運行時間が遅れる場合
もありますのでご了承ください。

問い合わせ　行革推進室　☎０９７８72１１１１　内線２２５～２２８
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フリー乗降 ー乗降 リフリー国東市コミュニティバスの フリー乗降 について

14

国東市コミュニティバス　利用者聞き取り調査平成18年度　国東市コミュニティバス実証運行事業

路線別　平均乗車数一覧表

1

調査期間
調査対象
調査方法

平成18年11月８日㈬～30日㈭
コミュニティバスを利用するため、バス停でバスを待っていた市民。
上記の市民に対して職員が聞き取りをする対面調査方式による。

コミュニティバスを
どれくらい利用していますか？

毎週
２週間に１回
毎月１回
その他（初めて乗った、久し
ぶりに乗った）

合　　　計　　

100人
37人
14人

6人

157人

1
2
3

4

63.7％
23.6％
8.9％

3.8％

100.0％
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　「100円」が７割を超えており、100円程度の運賃
負担は当然であるとの意見が多かった。但し、「そ
の他」として「安い方が良い」との意見が大半をし
めた。

5 停留所の数を
どう思いますか？

今のままでよい
多くしてほしい
少なくしてほしい

合　　　計　　

142人
15人
0人
157人

1
2
3

90.4％
9.6％
0.0％

100.0％

　「今のままでよい」が９割を超えているが、ＪＡ
（農協）支所前に停留所を設置してほしいとの要望
は各地で聞かれた。

4 週１回の運行回数を
どう思いますか？

今のままでよい
多くしてほしい
（週２回運行）

合　　　計　　

134人

23人

157人

1
2

85.4％

14.6％

100.0％

　「今のままでよい」が８割を超えているが、週２
回運行を望む声や、美容院や図書館が休みの月曜日
運行路線、役所や金融機関が休みの土曜日運行路線
の方々からは曜日変更の要望もあった。

2 主にいつも利用している
交通機関はどれですか？（複数回答可）

コミュニティバス
タクシー
自分で運転する自動車

人に乗せてもらう自動車
バイク（自動二輪、原付）
自転車
徒歩
その他（路線バス、病院の送
迎車）

合　　　計　　

151人
22人
3人

49人
7人
21人
9人

13人

275人

1
2
3

4
5
6
7

8

54.9％
8.0％
1.1％

17.8％
2.5％
7.6％
3.3％

4.7％

100.0％

　「通院」と「買物」で８割を超えている。また、
郵便局やＪＡ（農協）にも多くの方々が立ち寄って
いる。

3 どこに立ち寄りましたか？
（複数回答可）

病院（医院）
買い物
市役所（総合支所）
金融機関
その他（知人宅訪問）

合　　　計　　

93人
132人
6人
23人
14人
268人

1
2
3
4
5

34.7％
49.3％
2.2％
8.6％
5.2％

100.0％

平成19年１月13日現在（15週経過）

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

※  「下り」は、午前９時前後に旧４町中心部に向けて運行している便です。
※  「上り」は、正午前後に各地域に向けて運行している便です。
※　運行回数の差は、１月１日㈰～３日㈬が運休のためです。

武蔵町

国見町・国東町

国東町

安岐町

国東町

国東町

国東町

国東町

安岐町

安岐町

国見町

国見町

国見町

国見町

武蔵町

運行地域

松ヶ迫・小ヶ倉線
向田・浜陽線

赤松線

吉松線

深江・寺山線

治郎丸線

堅来線

小原線

油留木線

山口線

熊毛・長瀬線

鬼籠・櫛海線

大熊毛・小熊毛線

櫛来線

志和利線

路線名

合　　　計

21.5

20.3

16.6

15.5

13.5

12.5

11.4

11.2

11.2

10.0

8.8

7.0

6.2

4.9

4.6

11.8

平均乗車数
（１便当り・人）

利用者合計
（人）

利用者下り計
（人）

運行回数
（回）

646

608

466

464

378

376

320

337

314

279

245

197

174

146

130

5,080

359

309

229

253

190

189

163

170

195

158

128

108

89

79

80

2,699

15

15

14

15

14

15

14

15

14

14

14

14

14

15

14

216

利用者上り計
（人）

287

299

237

211

188

187

157

167

119

121

117

89

85

67

50

2,381

①　バス停での乗り降りが原則ですが、国道213号線
及び路線バス運行区間以外であれば、バス停以外
でも乗り降り出来ます。

②　バスに乗るときは、必ず道路左側でお願いしま
す。バスをお待ちの際も必ず道路左側でお待ちく
ださい。運転手から見えやすく、道幅が広くて安
全な場所で手を上げてお知らせください。

③　バスを降りるときは、運転手に早めにお知らせ
ください。

④　バスは、運転手の判断で必ず安全な場所に停車
します。ご希望にそえない場合もありますのでご
了承ください。

⑤　バスの前後での道路の横断は、大変危険ですの
でお止めください。
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親子ふれあいコンサート
武蔵町

　武蔵町家庭教育推進協議会とよろうちさかしい武
蔵っ子を育つる会＝いずれも魚返留美子会長＝は、
１月20日㈯午前10時から、町保健福祉センター「つ
どいの館」で親子ふれあいコンサートを開催しまし
た。親子のふれあいを通して、みんなで子育てにつ
いて考えようと開催されたコンサートも今年で３回
目をむかえ、親子連れなど約200名が参加。
　オマチマンこと小町正さんを迎え、歌と音楽を交
えた手遊びやふれあい遊び、パネルシアターなどで
楽しいひとときを過ごしました。

佐藤さん（志和利）からミカンの贈り物
武蔵町

　志和利の佐藤秀一さんが、町内小中学校に今年も
ミカンを贈りました。３学期の始業式にみかんを贈
る「みかん式」は、国東半島を中心に大正時代に行
われていたと言われています。一時は途絶えていた
風習ですが、佐藤さんが復活させ今年で23年目。１
月９日㈫、各校の始業式で、佐藤さんから贈られた
みかんが、各校長から児童・生徒に配られました。
　１月16日㈫、武蔵東小学校３年生の代表８名が佐
藤さん宅を訪問し、お礼の手紙を渡しました。

国東地域婦人会が交通安全を呼びかけ
国東町

　12月25日㈪午前10時30分から、国東地域婦人会
（丸岡和子会長）の会員22名が、国東警察署前で、
サンタクロースや手作りのマスコットなどを通行す
るドライバーに配布し、交通安全を呼びかけまし
た。

第18回くにみふれあいマラソン大会
国見町

　１月28日㈰、恒例の「第18回くにみふれあいマラ
ソン大会」が「みんなんかん」スタート・ゴールで
開催されました。参加した200名の皆さんは、各コ
ースでそれぞれのゴールを目指して心地よい汗を流
しました。
　各部門の優勝者は次のとおりです。（敬称略）
２㎞　小学生男子　前田　哲哉（熊毛小学校）　６分39秒
　　　小学生女子　福田　　司（熊毛小学校）　７分32秒
３㎞　中学生男子　小崎　光舟（富来中学校）　10分54秒
　　　中学生女子　山本　彩加（国見中学校）　12分26秒
　　　一般男子　秋元　良平（国見町）　　　11分22秒
　　　一般女子　清末　恭子（国東町）　　　15分17秒
５㎞　高校生男子　柿本　友彦（国東高校）　　19分18秒
　　　一般男子　永畑　　正（国見町）　　　17分46秒
　　　一般女子　大塚　優子（国東町）　　　21分41秒
10㎞　一般男子　渡辺　隆文（国東町）　　　33分47秒

武蔵町

国東市の書き初め大会が復活
　第１回国東市書き初め大会が、１月５日㈮武蔵東
小学校で開催されました。同校では、昭和26年から
書き初め大会が毎年行われていましたが、平成２年
の40回大会を最後に開催されていませんでした。国
東市の合併とともに復活を願う声が多く、今回、国
東市第１回大会として復活。市内の小学生60名が参
加して書き初めを行いました。大会実行委員長の牧
泰正さんは「来年は市内の全小学校に参加を呼びか
けたい」と話しています。
　なお、入賞者は次のとおりです。
▽大会会長賞　相部花子（武蔵東小４年）▽市教育
長賞　岩下由梨弥（安岐小６年）▽特別賞　森永那
月（武蔵東小４年）尾立佳介（安岐小２年）古城光
梨（武蔵東小３年）大川真人（武蔵東小４年）稗田
毬乃（武蔵東小５年）岩下拳史郎（安岐小３年）都
留詩緒里（武蔵東小１年）

安岐町

小川商店街で恒例「からす市」開催
　１月13日㈯・14日㈰の２日間、西安岐小川商店街
の新春恒例行事「からす市」が行われました。13日
は、たこ焼きや綿菓子などの露店が軒を連ね、商工
会主催によるどんど焼きが行われ多くの人で賑わい
ました。14日は「からす市駅伝大会」が開催され、
西安岐地区から７チームが参加し、熱戦が繰り広げ
られました。

Kunimi   Kunisaki まちの
話  題
まちの
話  題
まちの
話  題

Town Topics

Musashi    Aki 

まちの
話  題

からす市駅伝のようすからす市駅伝のようす

からす市・どんど焼き（写真上）のようすからす市・どんど焼き（写真上）のようす

オマチマン（写真右うしろ）と楽しいひとときを過ごしましたオマチマン（写真右うしろ）と楽しいひとときを過ごしました

佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！　武蔵東小の代表が、佐藤さん（写
真中央）にお礼の手紙を送りました
佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！　武蔵東小の代表が、佐藤さん（写
真中央）にお礼の手紙を送りました
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オマチマン（写真右うしろ）と楽しいひとときを過ごしましたオマチマン（写真右うしろ）と楽しいひとときを過ごしました

佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！　武蔵東小の代表が、佐藤さん（写
真中央）にお礼の手紙を送りました
佐藤さん、おいしいミカンをありがとう！　武蔵東小の代表が、佐藤さん（写
真中央）にお礼の手紙を送りました
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国東市は第63回国民体育大会
ウエイトリフティング競技会の開催地です

くにさきスポーツ情報くにさきスポーツ情報

第41回国見町卓球選手権大会
12月23日㈯　国見B＆G海洋センター

▲小学生の部入賞者の皆さん

▲武蔵中学校と瑞雲中学校の皆さん

▲安岐中学校と彦州中学校の皆さん

▲安岐中央公民館で開催された交流会のようす
　日本舞踊を披露した和服の安岐中学校の皆さんと記念撮影 ▲サッカーやバスケットボールでのスポーツ交流のようす（武蔵中学校）

▲一般の部入賞者の皆さん

第１回国東市会長杯
バレーボール大会

12月３日㈰
安岐体育館・安岐中学校体育館

▲女子の部で優勝した「田深」の皆さん

男子の部
優勝　武蔵男子
２位　田深（国東）
３位　中村（安岐）
　　　来浦（国東）

女子の部
優勝　田深（国東）
２位　鶴川（国東）
３位　友遊（安岐）
　　　安岐女子

一般男子
Ａ級　優勝　服部直樹　２位　江藤涼太
Ｂ級　優勝　梶原一平　２位　野﨑　貴
一般女子
Ａ級　優勝　古田晴加　２位　江藤　優
Ｂ級　優勝　藤垣美紀　２位　木村美結
一般
Ｃ級　Ⅱ部　優勝　国広祐介
小学生
Ａ級　優勝　荒木慎司
　　　２位　古田あゆみ
Ｂ級　優勝　江藤将太　２位　梶原貴文
Ｃ級　優勝　柿本琴乃　２位　有田帆南
ダブルス
男子　優勝　野田郁亨・江藤涼太
　　　２位　野﨑　貴・梶原一平
女子　優勝　江藤　優・古田晴加
　　　２位　藤垣美紀・菊池　愛

韓国の中学生が、安岐、武蔵中学校でホームステイ交流韓国の中学生が、安岐、武蔵中学校でホームステイ交流韓国の中学生が、安岐、武蔵中学校でホームステイ交流韓国の中学生が、安岐、武蔵中学校でホームステイ交流
　安岐中学校、武蔵中学校に韓国の中学生が訪れ、
ホームステイやスポーツを通じて国際交流をしました。
　両校は、２年生を対象に韓国交流事業をおこなっ
ており、毎年夏休みに韓国の中学校を訪問し、ホー
ムステイ・スポーツや文化交流を通して両国の生活
や文化を理解するとともに、親睦を深めてき
ました。
　安岐中学校には、１月13日㈯～14日㈰に
かけて、姉妹校の彦州（オンジュ）中学校
の生徒60名が安岐中学校を訪れ、ホームス
テイをしました。安岐中学校は、昨年８月の
韓国での交流会以来の再会となり、一段と

絆が深まったようです。
　武蔵中学校では、１月23日㈫～24日㈬に韓国ソウル
市の瑞雲（ソウン）中学校の26名が訪問。23日には、
体育館で歓迎式・交流会が行なわれ、24日には、サッ
カーやバスケットボールでスポーツ交流しました。

国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の
ボランティア（県ボランティア）を募集します
国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の
ボランティア（県ボランティア）を募集します
国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の
ボランティア（県ボランティア）を募集します
国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の
ボランティア（県ボランティア）を募集します

めじろんグッズに新しい仲間がふえましためじろんグッズに新しい仲間がふえましためじろんグッズに新しい仲間がふえましためじろんグッズに新しい仲間がふえました

　大分県国民体育大会・全国障害者スポーツ大会実行委
員会では、平成20年秋に開催される国民体育大会と全国
障害者スポーツ大会に参加いただけるボランティアを募
集しています。
　両大会の開・閉会式などでの受付や会場整理、来県者等
への交通案内や県内各観光地の紹介をはじめ、多くの活
動があります。また、その配置については、ボランティアに
参加される方の活動希望を尊重して行います。
　県民の皆様の積極的なご参加をお待ちしています。

■募集期間　２月１日㈭～６月30日㈯
■その他
　詳細は、県の振興局や国東市国体推進室に備え付け
のパンフレットやホームページをご覧ください。

■問い合わせ
　大分県国民体育大会・全国障害者スポーツ大会局　県民運動班
  ☎097－537－2008
　ホームページアドレス  http://www.mejiron.jp
　国東市国体推進室  ☎0978－72－0354

●チャレンジ！ おおいた国体についての問い合わせは

チャレンジ！  おおいた国体
国東市実行委員会事務局

〒８７３－０５０３　国東市国東町鶴川136－1　
アストくにさき２F　国体推進室内
TEL ０９７８－７２－０３５４　FAX ０９７８－７２－０３５７
E-mail　kokutai-suishin@city.kunisaki.lg.jp

◉ぬいぐるみ　　　 大（35㎝） 2,800円
　　　　　　　　　 中（25㎝） 1,800円
　　　　　　　　　 小（10㎝） 500円
　　　　　　　　 ミニ（ 7㎝） 400円 
◉スポーツタオル（40×120㎝） 1,200円 
◉ハンドタオル  （ 20×20㎝） 400円 
◉キーホルダー（7㎝） 500円 
◉Ｔシャツ（ミズノ製：汲汗速乾タイプ：綿55％・ポリエステル45％）
　•ワンポイント（白）　 Ｓ・Ｍ・Ｌ・Ｏ　　　　1,500円 
　•めじろんデザイン（黒・オレンジ）
　　130㎝　140㎝　150㎝　Ｓ・Ｍ・Ｌ・Ｏ　　　　1,500円 
◉携帯ストラップ　　 （15㎝）　　　　　　　　　　500円 
◉ピンズ　　　　　　 （ 2㎝）　　　　　　　　　　300円 
◉エアーバルーン　作成中　　　　　　　 （2月発売予定） 　１月21日㈰に、全九州高等学校ウエイトリフ

ティング競技選抜大会が、佐賀県有田町の焱の
博記念堂で行われ、国東市からも５名が参加し
リハーサル大会・国民体育大会に向けての放送
ボランティアの研修を行いました。

マスコットグッズの売り上げは、めじろん募金となります。
■問い合わせ
大分県国民体育大会・全国障害者スポーツ大会局　県民運動班
  ☎097－537－2008
　国東市国体推進室  ☎0978－72－0354

　国民体育大会の開・閉会式と全国障害者スポーツ大会の運営については、県実行委員会が担当します。今回、そのた
めのボランティアを募集します。
　国民体育大会の各競技会場の運営については各市町村が担当します。各競技会場のボランティアを希望される方は、
各市町村実行委員会にお問い合わせください。（国東市実行委員会募集分は、市報くにさき１月号に掲載しています。）

新発売
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課

　

☎
０
９
７
８
72
９
０
０
１

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

大
分
法
務
局
杵
築
支
局

　

☎
０
９
７
８
62
２
２
７
１

　

隣
保
館
で
は
、
地
域
社
会
に
お
け

る
中
心
施
設
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
、

人
権
問
題
啓
発
活
動
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
般
的
な
福
祉
行
政
の
対

応
の
み
で
は
解
決
さ
れ
な
い
地
域
づ
く

り
や
住
民
の
自
由
活
動
の
手
助
け
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
連
日
子

ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
悲
し
い
で
き

ご
と
が
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
上
記
の
通
り
、
野
球

教
室
を
主
体
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。

対
象
児
童

小
学
校
新
４
年
生
〜
新
６
年
生

練
習
場
所

武
蔵
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
予
定

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
変
更

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）

練
習
日
　

週
２
日
程
度

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
）

募
集
期
間

２
月
10
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

　

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
15
日

㈭
ま
で
に
、
上
記
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
設
置
場
所
に
提
出
す
る
か
、
国
東

市
隣
保
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
設
置
場
所

・
国
東
市
隣
保
館

・
各
総
合
支
所
窓
口

・
各
市
立
図
書
館

・
国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
武
蔵
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
東
市
隣
保
館

担
当
　

安
部
・
松
本

☎
０
９
７
８
68
１
７
２
２

〒
８
７
３-

０
４
１
２

国
東
市
武
蔵
町
古
市
１
１
３
８-

１

隣
保
館
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う

元
気
な
体
、や
さ
し
い
心
!!

　

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
国

東
市
隣
保
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
、
今
、
こ
こ
に
生
き
て
い

る
か
け
が
え
の
な
い
「
自
分
」
の
命
の

大
切
さ
に
気
づ
い
て
、
「
自
分
」
も

「
友
達
」
も
共
に
大
切
な
「
一
人
」
な

の
だ
と
い
う
事
実
を
伝
え
た
い
と
考

え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
子
で
学
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
」
事
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

・設立説明会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会

・親子ふれあい学習会

・駅伝大会参加
・高校野球見学
・むさしカルティバル参加
・人権フェスティバル参加
・お楽しみ会（例：クリスマスなど）

備考（予定）
・ドッジボール大会参加
・プロ野球見学

４月
５月

６月

７月
８月

９月

10月
11月
12月
１月
２月
３月

月 内容（予定）
◎児童福祉手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある児童を養育している母子家庭
の母及び父子家庭の父です。
①手当の額は、児童１人当たり年額10,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎遺児手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある遺児を養育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額15,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）

ご存知ですか？　ひとり親家庭に関する制度
国東市児童福祉手当、遺児手当及び入学支度金制度

②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎入学支度金
　この手当を受けることができる方は、小学校又は中学
校に入学する母子家庭児童、父子家庭児童及び遺児を養
育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額5,000円です。
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

＊これらの手当の受給については、申請が必要です。
（平成18年度分の受付は、３月９日㈮までです。）

＊「母子家庭」・「父子家庭」・「遺児」の定義等ご不明
な点は、お問い合わせください。

　この手当を受けることができる方は、次の条件に当て
はまる18歳到達後最初の３月31日まで（一部20歳まで）
の間にある児童を監護している母や、母にかわってその
児童を養育している方です。
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める程度の障害（国民年金の障害等級１
級程度）にある児童
④父の生死が明らかでない児童

児童扶養手当制度
⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧すて児などで、母が児童を懐胎したときの事情が不明
である児童
　なお、母又は養育者が公的年金給付を受けることがで
きるときなど、上記の条件に当てはまる場合において
も、手当を受けることができない場合があります。

　下記に該当する方（助成対象者）が医療機関で受診さ
れたときは、国東市がその費用（食事療養費等対象にな
らない費用があります。）の一部を助成します。ただ

ひとり親家庭医療費助成制度
し、助成対象者の所得が一定額以上である場合は、助成
することができません。

　満70歳未満の寡婦（かつて母子家庭の母であって、現
在配偶者のいない方）の方が医療機関で受診されたとき
は、国東市がその費用（食事療養費等対象にならない費
用があります。）の一部（助成対象費用の１／２）を助

寡婦医療費助成制度
成します。ただし、その方の世帯に所得税の納税義務を
有する世帯員がいるときは、助成することができませ
ん。

　これらの制度を利用するためには、申請が必要です。詳しくは、下記までおたずねください。
問い合わせ
　国東市福祉事務所福祉係　☎0978725164　　　　　　　国見総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978821112
　武蔵総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978681112　　安岐総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978671114

助成対象者
母子家庭の母
母子家庭の児童
父子家庭の父
父子家庭の児童
父母のいない児童

説　　　　　明
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
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みんなの顔が見えるまち

20

人
権
擁
護
委
員
に

瀧
口
和
男
さ
ん
、

池
本
積
さ
ん
が
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
に
瀧
口
和
男
さ
ん

（
武
蔵
町
糸
原
）、
池
本
積
さ
ん

（
国
見
町
向
田
）
が
１
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。（
任
期
は
３
年
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、

•
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え

方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓

発
に
努
め
る
こ
と
。 

•
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
監
視
す
る
こ
と
。 

•
も
し
、
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い

た
場
合
は
、
相
談
相
手
に
な
り
、

適
切
な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ

っ
て
救
済
す
る
こ
と
。 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と
や
心

配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
権
・
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
７
８
72
９
０
０
１

杵
築
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

大
分
法
務
局
杵
築
支
局

　

☎
０
９
７
８
62
２
２
７
１

　

隣
保
館
で
は
、
地
域
社
会
に
お
け

る
中
心
施
設
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
相
談
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
、

人
権
問
題
啓
発
活
動
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
一
般
的
な
福
祉
行
政
の
対

応
の
み
で
は
解
決
さ
れ
な
い
地
域
づ
く

り
や
住
民
の
自
由
活
動
の
手
助
け
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
連
日
子

ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
悲
し
い
で
き

ご
と
が
、
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
内
容
は
上
記
の
通
り
、
野
球

教
室
を
主
体
と
し
て
計
画
し
て
い
ま

す
。

対
象
児
童

小
学
校
新
４
年
生
〜
新
６
年
生

練
習
場
所

武
蔵
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
予
定

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
変
更

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）

練
習
日
　

週
２
日
程
度

（
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
）

募
集
期
間

２
月
10
日
㈯
〜
３
月
15
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

　

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
３
月
15
日

㈭
ま
で
に
、
上
記
応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
設
置
場
所
に
提
出
す
る
か
、
国
東

市
隣
保
館
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
設
置
場
所

・
国
東
市
隣
保
館

・
各
総
合
支
所
窓
口

・
各
市
立
図
書
館

・
国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
武
蔵
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
東
市
隣
保
館

担
当
　

安
部
・
松
本

☎
０
９
７
８
68
１
７
２
２

〒
８
７
３-
０
４
１
２

国
東
市
武
蔵
町
古
市
１
１
３
８-

１

隣
保
館
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う

元
気
な
体
、や
さ
し
い
心
!!

　

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
国

東
市
隣
保
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
つ
こ

と
、
そ
し
て
、
今
、
こ
こ
に
生
き
て
い

る
か
け
が
え
の
な
い
「
自
分
」
の
命
の

大
切
さ
に
気
づ
い
て
、
「
自
分
」
も

「
友
達
」
も
共
に
大
切
な
「
一
人
」
な

の
だ
と
い
う
事
実
を
伝
え
た
い
と
考

え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親
子
で
学
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
」
事
業
を
実
施
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

・設立説明会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会
・野球教室
・野球教室
・親子ふれあい学習会

・親子ふれあい学習会

・駅伝大会参加
・高校野球見学
・むさしカルティバル参加
・人権フェスティバル参加
・お楽しみ会（例：クリスマスなど）

備考（予定）
・ドッジボール大会参加
・プロ野球見学

４月
５月

６月

７月
８月

９月

10月
11月
12月
１月
２月
３月

月 内容（予定）
◎児童福祉手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある児童を養育している母子家庭
の母及び父子家庭の父です。
①手当の額は、児童１人当たり年額10,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎遺児手当
　この手当を受けることができる方は、18歳到達後最初
の３月31日までの間にある遺児を養育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額15,000円です。（た
だし、受給資格を有する期間が１年に満たない場合
は、月割りにより算出した額とします。）

ご存知ですか？　ひとり親家庭に関する制度
国東市児童福祉手当、遺児手当及び入学支度金制度

②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

◎入学支度金
　この手当を受けることができる方は、小学校又は中学
校に入学する母子家庭児童、父子家庭児童及び遺児を養
育している方です。
①手当の額は、児童１人当たり年額5,000円です。
②受給資格者の世帯に所得税の納税義務を有する世帯員
がいるときは、手当は支給されません。

＊これらの手当の受給については、申請が必要です。
（平成18年度分の受付は、３月９日㈮までです。）

＊「母子家庭」・「父子家庭」・「遺児」の定義等ご不明
な点は、お問い合わせください。

　この手当を受けることができる方は、次の条件に当て
はまる18歳到達後最初の３月31日まで（一部20歳まで）
の間にある児童を監護している母や、母にかわってその
児童を養育している方です。
①父母が離婚した後、父と生計を同じくしていない児童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める程度の障害（国民年金の障害等級１
級程度）にある児童
④父の生死が明らかでない児童

児童扶養手当制度
⑤父から引き続き１年以上遺棄されている児童
⑥父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童
⑦母が婚姻によらないで懐胎した児童
⑧すて児などで、母が児童を懐胎したときの事情が不明
である児童
　なお、母又は養育者が公的年金給付を受けることがで
きるときなど、上記の条件に当てはまる場合において
も、手当を受けることができない場合があります。

　下記に該当する方（助成対象者）が医療機関で受診さ
れたときは、国東市がその費用（食事療養費等対象にな
らない費用があります。）の一部を助成します。ただ

ひとり親家庭医療費助成制度
し、助成対象者の所得が一定額以上である場合は、助成
することができません。

　満70歳未満の寡婦（かつて母子家庭の母であって、現
在配偶者のいない方）の方が医療機関で受診されたとき
は、国東市がその費用（食事療養費等対象にならない費
用があります。）の一部（助成対象費用の１／２）を助

寡婦医療費助成制度
成します。ただし、その方の世帯に所得税の納税義務を
有する世帯員がいるときは、助成することができませ
ん。

　これらの制度を利用するためには、申請が必要です。詳しくは、下記までおたずねください。
問い合わせ
　国東市福祉事務所福祉係　☎0978725164　　　　　　　国見総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978821112
　武蔵総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978681112　　安岐総合支所地域市民健康課福祉係　☎0978671114

助成対象者
母子家庭の母
母子家庭の児童
父子家庭の父
父子家庭の児童
父母のいない児童

説　　　　　明
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある児童を監護している者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
18歳に達する日以降の最初の3月31日までの間にある者
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企
画
課
男
女
共
同
参
画
係
で
す

企
画
課
男
女
共
同
参
画
係
で
す

企
画
課
男
女
共
同
参
画
係
で
す

企
画
課
男
女
共
同
参
画
係
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

 

毎
日
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
で
も

春
の
訪
れ
が
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い

ま
す
。
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
！

 

今
回
は
４
月
１
日
か
ら
改
正
さ
れ

ま
す
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

性
別
に
よ
る
差
別
禁
止
の

範
囲
の
拡
大

⑴
　

男
性
に
対
す
る
差
別
も
禁
止 

　

女
性
に
対
す
る
差
別
の
禁
止
が

男
女
双
方
に
拡
大
し
、
男
性
も
調

停
な
ど
個
別
紛
争
の
解
決
援
助
が

利
用
で
き
ま
す
。

⑵
　

禁
止
さ
れ
る
差
別
が
追
加
、

　
　

明
確
化 

　

募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇
進
や

職
種
変
更
、
パ
ー
ト
へ
の
変
更
な

ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
退
職
勧

奨
、
雇
止
め
に
つ
い
て
も
、
性
別

を
理
由
と
し
た
差
別
は
禁
止
。

⑶
　

間
接
差
別
が
禁
止

　

外
見
上
は
性
中
立
的
な
要
件
で

も
、
業
務
遂
行
上
の
必
要
な
ど
の

合
理
性
が
な
い
場
合
は
禁
止
。

妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す

る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止

⑴
　

妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業

の
取
得
を
理
由
と
す
る
解
雇
に
加

え
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解

雇
そ
の
他
不
利
益
取
扱
い
も
禁

止
。

⑵ 

妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
に
解

雇
さ
れ
た
場
合
、
事
業
主
が
妊

娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
の
取

得
そ
の
他
の
省
令
で
定
め
る
理
由

に
よ
る
解
雇
で
な
い
こ
と
を
証
明

し
な
い
限
り
、
解
雇
は
無
効
。 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

職
場
で
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
男
性
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
含
め
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま

す
。

　

対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
是
正
指
導
に

も
応
じ
な
い
場
合
、
企
業
名
公
表
の

対
象
と
な
る
と
と
も
に
、
紛
争
が
生

じ
た
場
合
、
男
女
と
も
調
停
な
ど
個

別
紛
争
解
決
援
助
の
申
出
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

泫
　

こ
の
規
定
は
派
遣
先
の
事
業
主

に
も
適
用
。

母
性
健
康
管
理
措
置

　

事
業
主
は
、
妊
産
婦
が
保
健
指
導

又
は
健
康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
時
間
を
確
保
し
、
妊
産
婦
が
保

健
指
導
又
は
健
康
診
査
に
基
づ
く
指

導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
措
置
（
時
差
通
勤
、

休
憩
回
数
の
増
加
、
勤
務
時
間
の
短

縮
、
休
業
等
）
を
講
ず
る
こ
と
が
義

務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
是

正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
企
業
名

公
表
の
対
象
と
な
り
、
紛
争
が
生
じ

た
場
合
、
調
停
な
ど
個
別
紛
争
解
決

援
助
の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

泫
　

こ
の
規
定
は
派
遣
先
の
事
業
主

に
も
適
用
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

の
推
進

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
男

女
間
の
格
差
解
消
の
た
め
の
積
極
的

取
組
）
に
取
り
組
む
事
業
主
が
実
施

状
況
を
公
開
す
る
に
当
た
り
、
国
の

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

過
料
の
創
設

　

厚
生
労
働
大
臣
（
都
道
府
県
労
働

局
長
）
が
事
業
主
に
対
し
、
男
女
均

等
取
扱
い
な
ど
均
等
法
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事
業
主
が
報
告
を
し
な

い
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合

は
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

武
蔵
中
央
公
民
館
で
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
文
化
を

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
文
化
の
祭
典
「
む
さ
し
カ
ル

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
を
２
月
24
日

㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
、
武
蔵
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
20
日
㈫
か
ら
25
日
㈰
ま
で

の
間
、
町
中
央
公
民
館
２
階
ロ

ビ
ー
、
町
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
１
、

２
階
ロ
ビ
ー
で
公
民
館
教
室
生
及
び

青
少
年
団
体
の
作
品
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
す
ば
ら
し
い
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
　

皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

武
蔵
教
育
事
務
所

☎
０
９
７
８
68
０
０
９
４
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国見図書館　おはなしひろば
　　10日㈯　午前９時30分～
　　24日㈯　午前９時30分～　竹田津改善センター
くにさき図書館　おはなし会
　　４日㈰　午前10時30分～
　　24日㈯　午後２時～
武蔵図書館　おはなしのへや
　　７日㈬　午後３時30分～
　　21日㈬　午後３時30分～
　　移動図書館
　　15日㈭　午後１時30分～２時　吉広地区
　　22日㈭　午後１時～１時30分　武蔵西小学校
安岐図書館　ひまわりの部屋
　　10日㈯　午前10時30分～

開館時間　午前10時～午後6時

28日㈬は、資料整理のため休館です。

国見図書館　　☎0978-82-1585　　　　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
武蔵図書館　　☎0978-69-0946　　　　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551問い合わせ

新着図書のご案内

武蔵図書館
それゆけ！新聞記者（おしごと図鑑８）
ダヤンと王の塔（Dayan in Wachifield 6）
あけるな
ティモシーとサラとデイジーさん
魔法の文字
天地人　　上・下
天使の眠り
ホームベーカリーでナチュラルパン
生かされて
別府華ホテル－観光王と娘の夢－

くさばよしみ
池田あきこ
安野　光雅
芭蕉みどり

コルネーリア・フンケ
火坂　雅志
岸田るり子
飯田　順子

イマキュレー・イリバギザ
佐和　みずえ

オバタカズユキ
福井　栄一
森　　大衛
こやま峰子

ブルマン・フィリップ
柏木　理佳
小石　正子
山本　一力
村山　　治

フランシス・スコット・フィッツジェラルド

安岐図書館
男子のための恋愛検定（よりみちパン！セ）
NHK週刊こどもニュース’06
世界を信じるためのメソッド
かいけつゾロリまもるぜ！きょうりゅうのたまご
ほたる館物語１、２
時代考証おもしろ事典　TV時代劇を100倍楽しく観る方法
君を守りたい　いじめゼロを実現した公立中学校の秘密
日本の食と農　危機の本質
スモールプラネット　本城直季写真集
わたしを離さないで

伏見　憲明
NHK「週刊こどもニュース」プロジェクト編

森　　達也
原　ゆたか
あさのあつこ
山田　順子
中嶋　博行
神門　善久
本城直季写真

カズオ・イシグロ

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

国見図書館
小中学校からとれる資格と検定大事典
子どもが喜ぶことわざのお話
森大衛のなるほど書道入門
いのちのいろえんぴつ
かかしと召し使い
人生後半からの「好きな仕事」の見つけ方
手で編む可愛い布ぞうり
ぼくらが惚れた時代小説
特捜検察ＶＳ金融権力
グレート・ギャッツビー

くにさき図書館
もしゃもしゃちゃん
ぜんまいざむらいことば免許皆伝
フェアリースノーの夢
世界一おいしい火山の本
ミイラくんあそぼうよ
瓦屋根（ＮＨＫ美の壷）
雷神の筒
九州王朝と日本の古代
硫黄島戦記
夢からの手紙

マレーク・ベロニカ

松本　祐子
林　信太郎

にしかわおさむ

山本　兼一
田口　利明
川相　昌一
辻原　　登

は
休館日

3
10
17
24

7
14
21
28

1
8
15
22

2
9
16
23

2

6
13
20
27

4
11
18
25

5
12
19
26

日 月 火 水 木 金 土

図書館カレンダー 月

図書館行事

　くにさき図書館は、特別整理期間のため２月
20日㈫から23日㈮まで休館します。
　なお、２月28日㈬は開館いたします。ご協力
をお願いします。

●くにさき図書館からのお知らせ●

●
２
月
24
日
㈯

九
州
選
抜
座
長
大
会  

玄
海
竜
二
一
座

〈

昼
の
部〉

開
場
　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

開
演
　

２
時

〈

夜
の
部〉

開
場
　

午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
　

開
演
　

７
時

※

「
九
州
選
抜
座
長
大
会  

玄
海
竜
二

一
座
」
の
入
場
料
は
２
、
０
０
０
円

（
当
日
２
、
５
０
０
円
）。
全
席
自

由
で
す
。
入
場
券
は
、
武
蔵
中
央

公
民
館
、
武
蔵
図
書
館
、
武
蔵
町

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
国
見
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ん
な
ん
館
、

国
東
中
央
公
民
館
、
安
岐
中
央
公

民
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
２
月
25
日
㈰

午
前
９
時

・
開
会
行
事

午
前
９
時
30
分

・
子
ど
も
芸
能
発
表

・
公
民
館
教
室
生
の
活
動
発
表
・
文

化
芸
能 

午
後
３
時
10
分

・
三
笑
亭
夢
之
助
　

講
演
会

　

演
題
「
健
康
は
、
笑
い
か
ら
」

※

三
笑
亭
夢
之
助
講
演
会
の
入
場
は

無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で

す
。
武
蔵
中
央
公
民
館
、
武
蔵
図

書
館
、
武
蔵
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
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康
管
理
措
置

　

事
業
主
は
、
妊
産
婦
が
保
健
指
導

又
は
健
康
診
査
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
時
間
を
確
保
し
、
妊
産
婦
が
保

健
指
導
又
は
健
康
診
査
に
基
づ
く
指

導
事
項
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
措
置
（
時
差
通
勤
、

休
憩
回
数
の
増
加
、
勤
務
時
間
の
短

縮
、
休
業
等
）
を
講
ず
る
こ
と
が
義

務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
ず
是

正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
企
業
名

公
表
の
対
象
と
な
り
、
紛
争
が
生
じ

た
場
合
、
調
停
な
ど
個
別
紛
争
解
決

援
助
の
申
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

泫
　

こ
の
規
定
は
派
遣
先
の
事
業
主

に
も
適
用
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

の
推
進

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
男

女
間
の
格
差
解
消
の
た
め
の
積
極
的

取
組
）
に
取
り
組
む
事
業
主
が
実
施

状
況
を
公
開
す
る
に
当
た
り
、
国
の

援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

過
料
の
創
設

　

厚
生
労
働
大
臣
（
都
道
府
県
労
働

局
長
）
が
事
業
主
に
対
し
、
男
女
均

等
取
扱
い
な
ど
均
等
法
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
事
業
主
が
報
告
を
し
な

い
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
場
合

は
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

武
蔵
中
央
公
民
館
で
は
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
文
化
を

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
文
化
の
祭
典
「
む
さ
し
カ
ル

テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
を
２
月
24
日

㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
、
武
蔵
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
20
日
㈫
か
ら
25
日
㈰
ま
で

の
間
、
町
中
央
公
民
館
２
階
ロ

ビ
ー
、
町
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
１
、

２
階
ロ
ビ
ー
で
公
民
館
教
室
生
及
び

青
少
年
団
体
の
作
品
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
す
ば
ら
し
い
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
　

皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

武
蔵
教
育
事
務
所

☎
０
９
７
８
68
０
０
９
４
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国見図書館　おはなしひろば
　　10日㈯　午前９時30分～
　　24日㈯　午前９時30分～　竹田津改善センター
くにさき図書館　おはなし会
　　４日㈰　午前10時30分～
　　24日㈯　午後２時～
武蔵図書館　おはなしのへや
　　７日㈬　午後３時30分～
　　21日㈬　午後３時30分～
　　移動図書館
　　15日㈭　午後１時30分～２時　吉広地区
　　22日㈭　午後１時～１時30分　武蔵西小学校
安岐図書館　ひまわりの部屋
　　10日㈯　午前10時30分～

開館時間　午前10時～午後6時

28日㈬は、資料整理のため休館です。

国見図書館　　☎0978-82-1585　　　　くにさき図書館　　☎0978-72-3500
武蔵図書館　　☎0978-69-0946　　　　安岐図書館　　　　☎0978-67-3551問い合わせ

新着図書のご案内

武蔵図書館
それゆけ！新聞記者（おしごと図鑑８）
ダヤンと王の塔（Dayan in Wachifield 6）
あけるな
ティモシーとサラとデイジーさん
魔法の文字
天地人　　上・下
天使の眠り
ホームベーカリーでナチュラルパン
生かされて
別府華ホテル－観光王と娘の夢－

くさばよしみ
池田あきこ
安野　光雅
芭蕉みどり

コルネーリア・フンケ
火坂　雅志
岸田るり子
飯田　順子

イマキュレー・イリバギザ
佐和　みずえ

オバタカズユキ
福井　栄一
森　　大衛
こやま峰子

ブルマン・フィリップ
柏木　理佳
小石　正子
山本　一力
村山　　治

フランシス・スコット・フィッツジェラルド

安岐図書館
男子のための恋愛検定（よりみちパン！セ）
NHK週刊こどもニュース’06
世界を信じるためのメソッド
かいけつゾロリまもるぜ！きょうりゅうのたまご
ほたる館物語１、２
時代考証おもしろ事典　TV時代劇を100倍楽しく観る方法
君を守りたい　いじめゼロを実現した公立中学校の秘密
日本の食と農　危機の本質
スモールプラネット　本城直季写真集
わたしを離さないで

伏見　憲明
NHK「週刊こどもニュース」プロジェクト編

森　　達也
原　ゆたか
あさのあつこ
山田　順子
中嶋　博行
神門　善久
本城直季写真

カズオ・イシグロ

児 

童 

書

一 

般 
書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

児 

童 

書

一 

般 

書

国見図書館
小中学校からとれる資格と検定大事典
子どもが喜ぶことわざのお話
森大衛のなるほど書道入門
いのちのいろえんぴつ
かかしと召し使い
人生後半からの「好きな仕事」の見つけ方
手で編む可愛い布ぞうり
ぼくらが惚れた時代小説
特捜検察ＶＳ金融権力
グレート・ギャッツビー

くにさき図書館
もしゃもしゃちゃん
ぜんまいざむらいことば免許皆伝
フェアリースノーの夢
世界一おいしい火山の本
ミイラくんあそぼうよ
瓦屋根（ＮＨＫ美の壷）
雷神の筒
九州王朝と日本の古代
硫黄島戦記
夢からの手紙

マレーク・ベロニカ

松本　祐子
林　信太郎

にしかわおさむ

山本　兼一
田口　利明
川相　昌一
辻原　　登

は
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27
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12
19
26

日 月 火 水 木 金 土

図書館カレンダー 月

図書館行事

　くにさき図書館は、特別整理期間のため２月
20日㈫から23日㈮まで休館します。
　なお、２月28日㈬は開館いたします。ご協力
をお願いします。

●くにさき図書館からのお知らせ●

●
２
月
24
日
㈯

九
州
選
抜
座
長
大
会  

玄
海
竜
二
一
座

〈

昼
の
部〉

開
場
　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　

開
演
　

２
時

〈

夜
の
部〉

開
場
　

午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
　

開
演
　

７
時

※

「
九
州
選
抜
座
長
大
会  

玄
海
竜
二

一
座
」
の
入
場
料
は
２
、
０
０
０
円

（
当
日
２
、
５
０
０
円
）。
全
席
自

由
で
す
。
入
場
券
は
、
武
蔵
中
央

公
民
館
、
武
蔵
図
書
館
、
武
蔵
町

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
、
国
見
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ん
な
ん
館
、

国
東
中
央
公
民
館
、
安
岐
中
央
公

民
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
２
月
25
日
㈰

午
前
９
時

・
開
会
行
事

午
前
９
時
30
分

・
子
ど
も
芸
能
発
表

・
公
民
館
教
室
生
の
活
動
発
表
・
文

化
芸
能 

午
後
３
時
10
分

・
三
笑
亭
夢
之
助
　

講
演
会

　

演
題
「
健
康
は
、
笑
い
か
ら
」

※

三
笑
亭
夢
之
助
講
演
会
の
入
場
は

無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で

す
。
武
蔵
中
央
公
民
館
、
武
蔵
図

書
館
、
武
蔵
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
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保健のページ

◆
寝
た
き
り
原
因
の
第
３
位
!

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
い
う
と
脳
卒
中
な
ど

の
脳
血
管
疾
患
が
頭
に
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す

が
、
図
１
に
も
あ
る
よ
う
に
、
侮
れ
な
い
の

が
転
倒
に
よ
る
骨
折
で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
筋
肉
や
骨
が
弱
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
転
ん
だ
だ
け
で
も
骨

折
し
や
す
く
、
ま
た
治
る
の
に
も
時
間
が
か

か
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も

　

今
年
は
暖
冬
と
い
い
な
が
ら
も
、
や
は
り
寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
寒
く
な
る
と
、
外
に
出
る
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
、
家
で
コ
タ
ツ
の
番
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
身
体

を
動
か
さ
な
い
と
筋
力
が
低
下
し
て
転
倒
の
原
因
に
！
　

な
ん
て
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
月
は
転
倒
予

防
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

Ｑ　
高
齢
者
は
本
当
に
転
倒
し
や
す
い
の
?

Ａ　
高
齢
者
の
４
割
が
転
ん
で
い
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
、
ほ
ん
の
数
㎝
の
段
差

に
つ
ま
ず
い
た
り
、
階
段
を
踏
み
外
し
た

り
し
て
転
ん
で
し
ま
う
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
高
齢
者
の
４
割
が

１
年
間
に
１
回
以
上
転
倒
・
転
落
し
、
そ

の
半
数
が
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
転
倒
し
や
す
く
な
る
理
由
は
何
?

Ａ①
筋
力
の
低
下

　

老
化
に
よ
っ
て
足
腰
の
筋
力
が
低
下
す

る
と
、
歩
行
能
力
が
衰
え
て
つ
ま
ず
き
や

す
く
な
り
ま
す
。

②
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下

　

老
化
に
よ
っ
て
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

機
能
が
低
下
し
、
歩
行
が
不
安
定
に
な
っ

て
き
ま
す
。

③
視
力
の
低
下

　

老
眼
や
白
内
障
な
ど
で
周
囲
の
も
の
が

見
に
く
く
な
り
、
段
差
や
障
害
物
に
気
づ

き
に
く
く
な
り
ま
す
。

④
慢
性
的
な
病
気

　

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
血
管
疾

患
や
、
糖
尿
病
の
末
梢
神
経
障
害
な
ど
が

あ
る
と
、
め
ま
い
な
ど
で
転
倒
し
や
す
く

な
る
の
で
、
き
ち
ん
と
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

⑤
薬
の
服
用

　

睡
眠
剤
や
降
圧
剤
な
ど
、
薬
に
よ
っ
て

は
副
作
用
で
ふ
ら
つ
き
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
薬
を
飲
ん
で
い

る
と
、
転
倒
の
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。

内
服
す
る
際
に
は
、
薬
の
説
明
書
を
よ
く

読
ん
だ
り
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
住
ま
い
の
環
境

　

段
差
や
暗
が
り
、
す
べ
り
や
す
い
床
、

電
気
コ
ー
ド
な
ど
の
障
害
物
は
転
倒
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
転
び
や
す
い
と
こ
ろ
に

は
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
す
べ
り
止
め
を

つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

　

転
倒
を
予
防
す
る
に
は
、
転
倒
の
原
因
を

で
き
る
だ
け
解
消
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
前
述
の
項
目
で
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ま
ず
そ
こ
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
貯
筋
で
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
!!

　

加
齢
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
筋

力
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入

れ
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
筋
力
を

向
上
さ
せ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
足
腰
を

鍛
え
脳
を
活
性
化
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

が
効
果
的
で
す
。

◆
チ
ェ
ッ
ク
!

　

あ
な
た
の
筋
力
年
齢
は
?

　

図
３
に
示
す
よ
う
な
椅
子
の
座
り
立
ち
を

10
回
行
い
、
時
間
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
強
い
膝
の
痛
み
、
腰
痛
の
自
覚
症
状
が
あ

る
場
合
は
実
施
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
あ
な
た
の
筋
力
年
齢
は
ど
う
で
し
た

か
?

　

ま
ず
、
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め

て
、
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

よいしょっと! 何cmいくかな? さぁ！ はりきって歩くぞ!

よいしょっ!! バランスを取って。おっとっと。

不明1.8%

その他
14.9%かぜ・肺炎 2.5%

心臓病 4.4%

リウマチ・関節炎
5.4%

転倒・転落しそうに
なった高齢者

転倒・転落した
高齢者

認知症（痴呆）
8.9%

0%　  20％　  40%　  60%　 80%　１００％

高齢による
衰弱
13.6%

脳血管疾患
36.7%

寝たきりの原因

転倒・転落の有無（1年間）

厚生労働省「国民生活基礎調査」（1998年）

東京都「高齢者危害危険情報分析調査」（2000年度）より

骨折・転倒
11.7%

しそうになった
68.1%

転倒・転落した
41.4%

していない
58.6%

していない
31.9%

〔判定〕　以下の性別、年代に応じた時間表で、「速
い」にあてはまるなら筋力年齢は実際の年齢より
若く、生活習慣病予防のために必要な筋力が十分
あるということ。「遅い」場合は、もっと筋力を
つけることをおすすめします。

20-39
40-49
50-59
60-69
70-

年齢
（歳）

男性
速い 普通 遅い

女性
速い 普通 遅い

-6
-7
-7
-8
-9

 7-9
 8-10
 8-12
 9-13
10-17

10-
11-
13-
14-
18-

-7
-7
-7
-8
-10

 8-9
 8-10
 8-12
 9-16
11-20

10-
11-
13-
17-
21-

性・年代別の時間（秒）

健 脚 度 測 定

10回の座り立ちにかかった時間（　　）秒
❶背筋を伸ば
して椅子に
座る

❷両手は胸
の前で腕
組みする

❸ひざが完全に伸
びるまで立ち上
がる
❹すばやく開始時

の座った姿勢
に戻す
❺1～4で１回
とし、10回行
う
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。
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出
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。
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踏
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４
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落
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。

②
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と
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。

③
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④
慢
性
的
な
病
気

　

高
血
圧
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
血
管
疾

患
や
、
糖
尿
病
の
末
梢
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⑤
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な
り
ま
す
。
転
び
や
す
い
と
こ
ろ
に

は
手
す
り
を
つ
け
た
り
、
す
べ
り
止
め
を

つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に

　

転
倒
を
予
防
す
る
に
は
、
転
倒
の
原
因
を

で
き
る
だ
け
解
消
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
前
述
の
項
目
で
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ま
ず
そ
こ
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
貯
筋
で
転
倒
し
に
く
い
体
づ
く
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。
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よいしょっ!! バランスを取って。おっとっと。
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（12月31日現在）
　男　　16,337人（△13）
　女　　18,021人（△16）
　計　　34,358人（△29）
世帯数　13,469世帯（△10）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

2月の納税：固定資産税（第４期分）、介護保険料（第９期分）
納期限は2月28日（水） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

催 

し
募 

集

保 

健

 

第
３
回
小
山
田
定
男
杯
争
奪

 

将
棋
大
会

日
時
　

３
月
11
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所

武
蔵
町
古
市
「
国
東
市
隣
保
館
」

参
加
料
（
昼
食
代
込
み
）

一
　
　
　

般
　

１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
　

１
、
０
０
０
円

内
容

棋
力
別
に
Ａ
級
、Ｂ
級
、Ｃ
級
で
対
局

瀬
川
晶
司
四
段
に
よ
る
指
導
対
局

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
将
棋

連
盟
会
長
　

江
藤
八
太
郎

☎
０
９
７
８
72
２
４
８
１

 

大
分
県
専
門
職
産
育
休

 

サ
ポ
ー
タ
ー（
臨
時
職
員
）の
募
集

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県

内
地
方
機
関
に
お
い
て
、
育
児
休
業

等
を
取
得
す
る
職
員
の
代
替
職
員
と

し
て
勤
務
す
る
専
門
職
の
臨
時
職
員

採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
は
農
業
普
及
指
導
員
、

保
健
師
及
び
獣
医
師
で
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
県
庁
人
事
課

や
県
の
各
振
興
局
等
で
も
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/

supporter/

 

働
き
な
が
ら
学
べ
る
通
信
制
高
校

 

碩
信
高
校
（
単
位
制
）
生
徒
募
集

資
格
　

中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
、
ま
た
こ
れ
と
同
等
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

出
願
期
間

３
月
７
日
㈬
〜
22
日
㈭

正
午
ま
で

選
考
　

提
出
書
類
に
よ
っ
て
行
う

（
学
力
検
査
は
行
わ
な
い
）

問
い
合
わ
せ

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
９
３
３
９

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
等
　

入
賞
作
品
（
最
優
秀
賞
１

作
品
、優
秀
賞
２
作
品
）
を
決
定
し
、

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
賞
作

品
の
著
作
権
は
、
内
閣
府
に
帰
属
し

ま
す
。
最
優
秀
作
品
は
、「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
等
に
使

用
す
る
予
定
で
す
。

 

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

団
塊
の
世
代
が
60
歳
を
迎
え
、
年

金
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相

談
、
年
金
相
談
所
で
は
お
待
ち
い
た

だ
く
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
等
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
⑤
１
１
６
５

　

年
金
の
請
求
を
さ
れ
る
方
、
年
金

の
見
込
み
額
を
希
望
さ
れ
る
方
、
す

で
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
、

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が
で
き
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
や
年
金
証
書
等
を
お
手
元
に

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
ダ

イ
ヤ
ル
は
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。

 

介
護
・
看
護
の
た
め
の

 

福
祉
人
材
面
接
会
の
開
催

　

介
護
・
看
護
の
仕
事
に
就
き
た
い

方
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

人
材
面
接
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　

２
月
23
日
㈮
　

午
後
１
時
〜

場
所
　

大
分
市
　

ト
キ
ハ
会
館
５
階

問
い
合
わ
せ

大
分
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
０
９
０

（
１
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

１
月

１
日
　

国
東
町
治
郎
丸

　
　
　
　
　

末
房
　

靜
男
（
86
歳
）

　
　
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

谷
川
　

義
男
（
76
歳
）

２
日
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

梶
原
　

ソ
ワ
（
90
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

堤
　
　

孝
視
（
62
歳
）

４
日
　

国
東
町
綱
井

　
　
　
　
　

萱
島
　

ワ
ン
（
93
歳
）

５
日
　

国
東
町
東
堅
来

　
　
　
　
　

佐
野
　

満
雄
（
78
歳
）

　
　
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

中
本
ア
キ
ヱ
（
94
歳
）

６
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

松
島
　
　

實
（
91
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
麻
田

　
　
　
　
　

堀
保
　
　

鼎
（
99
歳
）

　
　
　

安
岐
町
吉
松

　
　
　
　
　

川
野
　
　

治
（
73
歳
）

７
日
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

福
田
ハ
ナ
ヱ
（
83
歳
）

９
日
　

安
岐
町
朝
来

　
　
　
　
　

清
原
　

松
江
（
84
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

井
上
　

正
彦
（
89
歳
） 　

　
　

国
見
町
西
方
寺

　
　
　
　
　

小
野
ミ
サ
ヲ
（
95
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

荒
木
小
次
郎
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
綱
井

　
　
　
　
　

萱
嶋
　

和
富
（
78
歳
）

10
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

野
田
マ
サ
コ
（
85
歳
）

　
　
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

古
森
　

都
子
（
58
歳
）

11
日
　

武
蔵
町
吉
広

　
　
　
　
　

甲
原
百
合
子
（
55
歳
）

13
日
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

渡
邊
ヲ
ス
ギ
（
93
歳
）

　
　
　

国
東
町
中
田

　
　
　
　
　

清
里
ア
ヤ
子
（
92
歳
）

　
　
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

岡
田
　

康
光
（
69
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来

　
　
　
　
　

池
田
　

秀
人
（
86
歳
）

　
　
　

安
岐
町
矢
川

　
　
　
　
　

桐
山
ト
ヨ
エ
（
87
歳
）

15
日
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

矢
部
　

愼
作
（
84
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

宮
田
ユ
リ
子
（
93
歳
）

１
月
　

３
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

清
水
　

愛
生
（
崇
史
・
美
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
１
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

み

あ
い

 

中
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

 

短
期
課
程
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

講
座
期
間

情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
）、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
）
と
も
に
４
月
〜
９

月
の
６
ヵ
月
間

取
得
可
能
資
格
　

基
本
情
報
技
術

者
・
情
報
処
理
活
用
能
力
（
Ｊ
検
）・

ワ
ー
プ
ロ
検
定
・
簿
記
検
定
な
ど

入
学
資
格
　

昭
和
62
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
卒
業
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

出
願
期
間
　

３
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

試
験
日
　

３
月
18
日
㈰

申
込
・
問
い
合
わ
せ

中
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
９
７
９
㉒
１
１
２
２

 

平
成
19
年
度「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

 

の
標
語
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容
　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
に
し
た
標
語

　

特
に
、仕
事
と
生
活（
家
庭
・
地
域
）

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
を
推
進
す
る
よ
う
な
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
に
よ
る
未
発

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

奥
永
美
香
さ
ん
（
武
蔵
町
出
身
・
㈱
九
電
工
陸
上
競
技
部
女
子
部
主
将
）

が
や
っ
て
く
る

開
催
日
　

３
月
25
日
㈰
　

少
雨
決
行

場
　

所
　

武
蔵
町
農
村
公
園
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

種
　

目
　

◎
マ
ラ
ソ
ン
　

ハ
ー
フ
・
10
キ
ロ
・
５
キ
ロ
・
３
キ
ロ

　
　
　
　

◎
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
（
約
５
キ
ロ
）

参
加
料
　

◎
マ
ラ
ソ
ン
　

３
、
０
０
０
円
　

高
校
生
以
下
１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

◎
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
　

２
、
０
０
０
円
　

※

た
だ
し
、
町
内
参
加
者
一
般
１
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

申
込
締
切
日
　

２
月
15
日
㈭
　

必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ

武
蔵
教
育
事
務
所
内

む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

☎
０
９
７
８
68
０
０
９
４

マスコットキャラクター“なのたん”

表
の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
間
　

２
月
23
日
㈮
ま
で
（
必

着
）

応
募
方
法
　

官
製
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
１
通
に
１
作

品
を
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
御
記
入
の
上
、

下
の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
ひ
と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

＊
郵
送
の
場
合

〒
１
０
０
‐
８
９
１
４
　

東
京
都

千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６
‐
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

「
標
語
募
集
係
」
あ
て

＊
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

０
３
‐
３
５
８
１
‐
９
５
６
６

＊
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.gender.go.jp/

に

採用予定日　４月１日（免許取得見込みの人について
は、免許取得日の翌月採用とする）

試験科目　作文・口述試験、健康診断
試 験 日　２月27日㈫　午前８時30分
試験場所　国東市民病院

受験申込受付期間　２月22日㈭まで
申込手続　市販の履歴書（写真付き）に必要事項を記入

し、２月22日㈭までに国東市民病院に持参又
は郵送してください。（郵送の場合　２月22
日㈭の消印有効）

職　　種　看護師及び調理員（おおむね40歳まで）
採用予定日　４月１日
採用方法　面接試験
募集人員　看護師　若干名
　　　　　（午前中勤務希望の方も相談に応じます）

　　　　　調理師　１名
応募要領　市販の履歴書（写真付き）に必要事項を記入

し、２月22日㈭までに国東市民病院に持参又
は郵送してください。（郵送の場合　２月22
日㈭の消印有効）

申込・問い合わせ　〒873-0298　国東市安岐町下原1456番地　国東市民病院管理課　☎0978671211

臨時職員を募集します

募集人員　１名（おおむね60歳まで） 詳細はお問い合わせください。
当直員（非常勤）を募集します

※４月１日の採用に応じられる人　※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
※資格取得見込みの人が資格を取得しない場合、この試験に合格しても採用資格を失うものとします。

国東市民病院職員を募集します国東市民病院職員を募集します

　　　　　　　　　　

採用職種 採用予定人員 受　験　資　格

看護師 若干名 看護師免許取得者（平成18年度実施の国家試験で資格を取得する見込みの人を含
む）で、昭和47年４月２日以降に生まれた人
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●国東市役所
　（国東総合支所）
　☎（0978）72-1111㈹

●国見総合支所
　☎（0978）82-1111㈹

●武蔵総合支所
　☎（0978）68-1111㈹

●安岐総合支所
　☎（0978）67-1111㈹

●国東市消防本部
　☎（0978）72-1101

●国東市民病院
　☎（0978）67-1211㈹

ひとのうごき（12月31日現在）
　男　　16,337人（△13）
　女　　18,021人（△16）
　計　　34,358人（△29）
世帯数　13,469世帯（△10）

KUNISAKI

情

報

情

報

くらしの

コーナー

くらしの

コーナー

2月の納税：固定資産税（第４期分）、介護保険料（第９期分）
納期限は2月28日（水） 問い合わせ　税務課　☎０９７８‐７２‐５１６２

催 

し
募 

集

保 

健

 

第
３
回
小
山
田
定
男
杯
争
奪

 

将
棋
大
会

日
時
　

３
月
11
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分

場
所

武
蔵
町
古
市
「
国
東
市
隣
保
館
」

参
加
料
（
昼
食
代
込
み
）

一
　
　
　

般
　

１
、
５
０
０
円

高
校
生
以
下
　

１
、
０
０
０
円

内
容

棋
力
別
に
Ａ
級
、Ｂ
級
、Ｃ
級
で
対
局

瀬
川
晶
司
四
段
に
よ
る
指
導
対
局

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

国
東
市
将
棋

連
盟
会
長
　

江
藤
八
太
郎

☎
０
９
７
８
72
２
４
８
１

 

大
分
県
専
門
職
産
育
休

 

サ
ポ
ー
タ
ー（
臨
時
職
員
）の
募
集

　

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県

内
地
方
機
関
に
お
い
て
、
育
児
休
業

等
を
取
得
す
る
職
員
の
代
替
職
員
と

し
て
勤
務
す
る
専
門
職
の
臨
時
職
員

採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
は
農
業
普
及
指
導
員
、

保
健
師
及
び
獣
医
師
で
、
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
県
庁
人
事
課

や
県
の
各
振
興
局
等
で
も
配
布
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/

supporter/

 

働
き
な
が
ら
学
べ
る
通
信
制
高
校

 

碩
信
高
校
（
単
位
制
）
生
徒
募
集

資
格
　

中
学
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
、
ま
た
こ
れ
と
同
等
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

出
願
期
間

３
月
７
日
㈬
〜
22
日
㈭

正
午
ま
で

選
考
　

提
出
書
類
に
よ
っ
て
行
う

（
学
力
検
査
は
行
わ
な
い
）

問
い
合
わ
せ

大
分
県
立
碩
信
高
等
学
校

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
９
３
３
９

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

審
査
等
　

入
賞
作
品
（
最
優
秀
賞
１

作
品
、優
秀
賞
２
作
品
）
を
決
定
し
、

記
念
品
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
賞
作

品
の
著
作
権
は
、
内
閣
府
に
帰
属
し

ま
す
。
最
優
秀
作
品
は
、「
男
女
共

同
参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
等
に
使

用
す
る
予
定
で
す
。

 

年
金
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

団
塊
の
世
代
が
60
歳
を
迎
え
、
年

金
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相

談
、
年
金
相
談
所
で
は
お
待
ち
い
た

だ
く
時
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
等
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
⑤
１
１
６
５

　

年
金
の
請
求
を
さ
れ
る
方
、
年
金

の
見
込
み
額
を
希
望
さ
れ
る
方
、
す

で
に
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
、

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
が
で
き
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
や
年
金
証
書
等
を
お
手
元
に

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
ダ

イ
ヤ
ル
は
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。

 

介
護
・
看
護
の
た
め
の

 

福
祉
人
材
面
接
会
の
開
催

　

介
護
・
看
護
の
仕
事
に
就
き
た
い

方
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

人
材
面
接
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　

２
月
23
日
㈮
　

午
後
１
時
〜

場
所
　

大
分
市
　

ト
キ
ハ
会
館
５
階

問
い
合
わ
せ

大
分
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
２
０
９
０

（
１
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す　
（
敬
称
略
）

１
月

１
日
　

国
東
町
治
郎
丸

　
　
　
　
　

末
房
　

靜
男
（
86
歳
）

　
　
　

国
東
町
大
恩
寺

　
　
　
　
　

谷
川
　

義
男
（
76
歳
）

２
日
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

梶
原
　

ソ
ワ
（
90
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
古
市

　
　
　
　
　

堤
　
　

孝
視
（
62
歳
）

４
日
　

国
東
町
綱
井

　
　
　
　
　

萱
島
　

ワ
ン
（
93
歳
）

５
日
　

国
東
町
東
堅
来

　
　
　
　
　

佐
野
　

満
雄
（
78
歳
）

　
　
　

安
岐
町
塩
屋

　
　
　
　
　

中
本
ア
キ
ヱ
（
94
歳
）

６
日
　

国
東
町
鶴
川

　
　
　
　
　

松
島
　
　

實
（
91
歳
）

　
　
　

武
蔵
町
麻
田

　
　
　
　
　

堀
保
　
　

鼎
（
99
歳
）

　
　
　

安
岐
町
吉
松

　
　
　
　
　

川
野
　
　

治
（
73
歳
）

７
日
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

福
田
ハ
ナ
ヱ
（
83
歳
）

９
日
　

安
岐
町
朝
来

　
　
　
　
　

清
原
　

松
江
（
84
歳
）

　
　
　

国
東
町
北
江

　
　
　
　
　

井
上
　

正
彦
（
89
歳
） 　

　
　

国
見
町
西
方
寺

　
　
　
　
　

小
野
ミ
サ
ヲ
（
95
歳
）

　
　
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

荒
木
小
次
郎
（
89
歳
）

　
　
　

国
東
町
綱
井

　
　
　
　
　

萱
嶋
　

和
富
（
78
歳
）

10
日
　

武
蔵
町
丸
小
野

　
　
　
　
　

野
田
マ
サ
コ
（
85
歳
）

　
　
　

国
東
町
田
深

　
　
　
　
　

古
森
　

都
子
（
58
歳
）

11
日
　

武
蔵
町
吉
広

　
　
　
　
　

甲
原
百
合
子
（
55
歳
）

13
日
　

国
東
町
富
来
浦

　
　
　
　
　

渡
邊
ヲ
ス
ギ
（
93
歳
）

　
　
　

国
東
町
中
田

　
　
　
　
　

清
里
ア
ヤ
子
（
92
歳
）

　
　
　

国
東
町
安
国
寺

　
　
　
　
　

岡
田
　

康
光
（
69
歳
）

　
　
　

国
東
町
富
来

　
　
　
　
　

池
田
　

秀
人
（
86
歳
）

　
　
　

安
岐
町
矢
川

　
　
　
　
　

桐
山
ト
ヨ
エ
（
87
歳
）

15
日
　

国
見
町
櫛
来

　
　
　
　
　

矢
部
　

愼
作
（
84
歳
）

　
　
　

国
見
町
岐
部

　
　
　
　
　

宮
田
ユ
リ
子
（
93
歳
）

１
月
　

３
日
　

国
東
町
鶴
川
　
　

清
水
　

愛
生
（
崇
史
・
美
子
）

（
　
　

）
内
は
保
護
者
の
名
前
（
１
／
１
〜
15
ま
で
の
届
出
分
）

お
誕
生
お
め
で
と
う
!

お
誕
生
お
め
で
と
う
!　
（
敬
称
略
）

み

あ
い

 

中
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

 

短
期
課
程
入
学
生
を
募
集
し
ま
す

講
座
期
間

情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
）、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
コ
ー
ス
）
と
も
に
４
月
〜
９

月
の
６
ヵ
月
間

取
得
可
能
資
格
　

基
本
情
報
技
術

者
・
情
報
処
理
活
用
能
力
（
Ｊ
検
）・

ワ
ー
プ
ロ
検
定
・
簿
記
検
定
な
ど

入
学
資
格
　

昭
和
62
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
卒
業
ま

た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
方

出
願
期
間
　

３
月
１
日
㈭
〜
14
日
㈬

試
験
日
　

３
月
18
日
㈰

申
込
・
問
い
合
わ
せ

中
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
９
７
９
㉒
１
１
２
２

 

平
成
19
年
度「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

 

の
標
語
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容
　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー

マ
に
し
た
標
語

　

特
に
、仕
事
と
生
活（
家
庭
・
地
域
）

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
を
推
進
す
る
よ
う
な
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
に
よ
る
未
発

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

な
の
は
な
の
里
　

第
28
回
む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

奥
永
美
香
さ
ん
（
武
蔵
町
出
身
・
㈱
九
電
工
陸
上
競
技
部
女
子
部
主
将
）

が
や
っ
て
く
る

開
催
日
　

３
月
25
日
㈰
　

少
雨
決
行

場
　

所
　

武
蔵
町
農
村
公
園
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

種
　

目
　

◎
マ
ラ
ソ
ン
　

ハ
ー
フ
・
10
キ
ロ
・
５
キ
ロ
・
３
キ
ロ

　
　
　
　

◎
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
（
約
５
キ
ロ
）

参
加
料
　

◎
マ
ラ
ソ
ン
　

３
、
０
０
０
円
　

高
校
生
以
下
１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

◎
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
　

２
、
０
０
０
円
　

※

た
だ
し
、
町
内
参
加
者
一
般
１
、
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

申
込
締
切
日
　

２
月
15
日
㈭
　

必
着

申
込
・
問
い
合
わ
せ

武
蔵
教
育
事
務
所
内

む
さ
し
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

☎
０
９
７
８
68
０
０
９
４

マスコットキャラクター“なのたん”

表
の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
間
　

２
月
23
日
㈮
ま
で
（
必

着
）

応
募
方
法
　

官
製
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
１
通
に
１
作

品
を
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
御
記
入
の
上
、

下
の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

お
ひ
と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

＊
郵
送
の
場
合

〒
１
０
０
‐
８
９
１
４
　

東
京
都

千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６
‐
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務
課

「
標
語
募
集
係
」
あ
て

＊
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

　

０
３
‐
３
５
８
１
‐
９
５
６
６

＊
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.gender.go.jp/

に

採用予定日　４月１日（免許取得見込みの人について
は、免許取得日の翌月採用とする）

試験科目　作文・口述試験、健康診断
試 験 日　２月27日㈫　午前８時30分
試験場所　国東市民病院

受験申込受付期間　２月22日㈭まで
申込手続　市販の履歴書（写真付き）に必要事項を記入

し、２月22日㈭までに国東市民病院に持参又
は郵送してください。（郵送の場合　２月22
日㈭の消印有効）

職　　種　看護師及び調理員（おおむね40歳まで）
採用予定日　４月１日
採用方法　面接試験
募集人員　看護師　若干名
　　　　　（午前中勤務希望の方も相談に応じます）

　　　　　調理師　１名
応募要領　市販の履歴書（写真付き）に必要事項を記入

し、２月22日㈭までに国東市民病院に持参又
は郵送してください。（郵送の場合　２月22
日㈭の消印有効）

申込・問い合わせ　〒873-0298　国東市安岐町下原1456番地　国東市民病院管理課　☎0978671211

臨時職員を募集します

募集人員　１名（おおむね60歳まで） 詳細はお問い合わせください。
当直員（非常勤）を募集します

※４月１日の採用に応じられる人　※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
※資格取得見込みの人が資格を取得しない場合、この試験に合格しても採用資格を失うものとします。

国東市民病院職員を募集します国東市民病院職員を募集します

　　　　　　　　　　

採用職種 採用予定人員 受　験　資　格

看護師 若干名 看護師免許取得者（平成18年度実施の国家試験で資格を取得する見込みの人を含
む）で、昭和47年４月２日以降に生まれた人



新新ガッツだ
おまかせくん!

小学校編

作　ロナウジーニョ太郎 No.11

と
う
ち
ゃ
ん

今
年
は

暖
冬

じ
ゃ
ネ

ま
あ

お
ち
ゃ
で
も

　

ど
う
ぞ

意
味
が

ち
が
う
ん
じ
ゃ

け
ど

ウ
ム

温
暖
化
じ
ゃ

地
球
全
体
が

お
か
し
く

な
っ

ち
ょ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の

使
い
す
ぎ
じ
ゃ   

汗
か
い

ち
ゃ
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い

す
ぎ
っ
て
？

地
球
温
暖
化
は
、

工
場
や
自
動
車
な
ど

人
間
が
つ
く
り
だ
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
が

問
題
な
ん
じ
ゃ！

お
ま
か
せ
、
個
人

レ
ベ
ル
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
減
ら
す
ぞ
！！

オ
ニ
は

　

外
！

オ
ニ
は

　

外
！

ま
い
っ
た

ま
い
っ
た

お
た

す
け
を

エ
ネ
ル
ギ
ー

使
い
す
ぎ

ゆ
け
ー

トリ
　ニータ

エネルギー削減に
むけて
ひっそりと暮らそう

編
集
後
記

編
集
後
記

表紙の説明表紙の説明

２
０
０
７
年
２
月
号

編
集・国
東
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課

No.11

（
☎
０
９
７
８
72
５
１
６
１・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
８
72
１
８
２
２
）  

印
刷・佐
伯
印
刷
㈱

国
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.city.kunisaki.oita.jp

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

国 見 病 院

松 原 医 院

橋 永 医 院

家 近 泌 尿 器 科 医 院

松 木 医 院

菅 原 内 科 安 岐

末 綱 ク リ ニ ッ ク

牛嶋内科胃腸科クリニック

国 見 病 院

定 村 内 科 医 院

国 見 町 伊 美

武 蔵 町 古 市

国東町安国寺

武 蔵 町 古 市

国 東 町 岩 屋

安 岐 町 西 本

国 東 町 田 深

武 蔵 町 古 市

国 見 町 伊 美

安 岐 町 塩 屋

82-1251

68-0010

72-1158

68-0144

72-0345

67-3655

72-0433

69-0889

82-1251

67-2127

2月11日

2月12日

2月18日

2月25日

3月  4日

2・3月の休日在宅当番医

◆
全
国
的
に
暖
冬
傾
向
が
続
く
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
始
ま
り

が
、例
年
に
比
べ
て
遅
い
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。長
期
予
報
に
よ
れ
ば
、

今
後
も
暖
か
な
日
が
続
き
そ
う
で
す

が
、油
断
は
禁
物
。予
防
の
た
め
、手

洗
い
や
う
が
い
の
励
行
を
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。◆
１
月
21
日
に
起
き
た

思
い
も
よ
ら
ぬ
出
来
事
。国
東
市
が
発

足
し
て
わ
ず
か
一
年
、こ
れ
か
ら
と
い

う
大
切
な
時
期
に
、こ
の
よ
う
な
衝
撃

的
な
出
来
事
で
、大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
で

し
た
。こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、市
民

の
皆
さ
ん
と
心
を
合
わ
せ
て「
い
に
し

え
の
宝
を
未
来
に
つ
な
ぐ
仏
の
里〝
く

に
さ
き
〞」の
た
め
、が
ん
ば
っ
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

（
田
川
）

月　日 病　　院　　名 所  在  地 電話番号

川 野 歯 科 医 院

清 末 歯 科 医 院

岸 本 歯 科 診 療 所

さ い と う 歯 科 医 院

国 東 市 民 病 院 歯 科

武 蔵 町 古 市

国東町富来浦

国 東 町 鶴 川

安 岐 町 塩 屋

安 岐 町 下 原

68-1574

74-0102

72-0206

67-2980

67-1211

2月11日

2月12日

2月18日

2月25日

3月  4日

2・3月の休日歯科当番医

※休日当番医は変更になることがありますので、電話でご確認のうえ受
診してください。

　国東市民病院（安岐町下原☎67-1211）は救急指定病院ですので、
休日・夜間でも急患を受け付けています。

今月の表紙は、親子ふれあいコンサートの
ようす。オマチマンの歌や音楽を交えたリズ
ム遊びやパネルシアターで、この日集まった
元気なくにさきっ子は、オマチマンワールド
にひきこまれ、楽しい時間をすごしました。

いにしえの宝を
未来につなぐ

仏の里くにさき

「元気なくにさきっ子大集合!!」
親子ふれあいコンサート
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